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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
式Ｉ：
【化１】

［但し、Ｒ1が、ハロゲン又は－Ｓ（Ｏ）nＲ
8を表し；

Ｒ2が、ハロゲン又はＣ1～Ｃ6アルキルを表し；
Ｒ3が、水素を表し；
Ｒ4が、水素を表し；
Ｒ5が、水素を表し；
ｎが、０、１又は２を表し；
Ｒ8が、Ｃ1～Ｃ6アルキルを表し；
Ｑが、式II：
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【化２】

｛但し、Ｒ14が、Ｃ1～Ｃ6アルキルを表し；
Ｒ15が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル又はフェニルＣ1～Ｃ4アルキルを表し；
Ｒ16が、水素を表す。｝
で表され、４位で結合するピラゾールを表す。］
で表される４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール、及びその農業上有用な塩。
【請求項２】
式Ia：
【化３】

［但し、Ｒ1～Ｒ5及びＱが、請求項１におけると同義である。］
で表される４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール。
【請求項３】
式II（Ｒ15＝Ｈ）：

【化４】

［但し、Ｒ14及びＲ16が、それぞれ請求項１におけると同義である。］
で表されるピラゾールを、活性化カルボン酸IIIα又はカルボン酸IIIβ：
【化５】

［但し、Ｒ1～Ｒ5が、それぞれ請求項１におけると同義であり、Ｌ1が求核的に置換可能
な脱離基である。］
でアシル化し、
アシル化生成物を、必要により触媒の存在下に転位反応させ、化合物Ｉ（Ｒ15＝Ｈ）を得
、
そして必要により式Ｉ（Ｒ15≠Ｈ）の４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールを得
るために、その生成物を式Ｖ：
【化６】
Ｌ2－Ｒ15　　　　　　　　Ｖ
［但し、Ｒ15が、水素を除いて請求項１におけると同義であり、Ｌ2が求核的に置換可能



(3) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

な脱離基である。］
で表される化合物と反応させることを特徴とする請求項１に記載の式Ｉで表される４－（
３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールの製造方法。
【発明の詳細な説明】
本発明は、下記の式Ｉで表される４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール及びその
農業上有用な塩に関する：
式Ｉ：

［但し、Ｒ1及びＲ2が、それぞれ水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1

～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ

6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、－ＯＲ6、－ＯＣＯＲ7、－ＯＳＯ2Ｒ
7、－ＳＨ、－

Ｓ（Ｏ）nＲ
8－、－ＳＯ2ＯＲ6、－ＳＯ2ＮＲ6Ｒ9、－ＮＲ9ＳＯ2Ｒ

7又はＮＲ9ＣＯＲ7を
表し；
Ｒ3が、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキ
シ、Ｃ2～Ｃ6アルケニル又はＣ2～Ｃ6アルキニルを表し；
Ｒ4及びＲ5が、それぞれ水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アル
キル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6

シクロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキ
シ、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ1

3、－ＰＯ（ＯＲ10）（ＯＲ11）；下記の基：即ちヒドロキシル、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13を有するＣ1～Ｃ6アルキル
；ヘテロシクリル、ヘテロシクリルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、フェニルＣ1～Ｃ4アル
キル、ヘテロアリール又はヘテロアリールＣ1～Ｃ4アルキル（最後の６個の置換されてい
ても良い）を表すか；或いは
Ｒ4及びＲ5が合体して、Ｃ1～Ｃ4アルキルでモノ～テトラ置換されていても、及び／又は
酸素又は硫黄により、或いはＣ1～Ｃ4アルキルで置換されていても良い窒素により遮断さ
れていても良いＣ2～Ｃ6アルカンジイルを形成し；
ｎが、０、１又は２を表し；
Ｒ6が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ2～Ｃ6

アルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニルを表し；
Ｒ7が、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はＣ1～Ｃ6ハロアルキルを表し；
Ｒ8が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ2～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニルを表し；
Ｒ9が、水素又はＣ1～Ｃ6アルキルを表し；
Ｒ10が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ

3～Ｃ6アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルキニル、フェニル又はベンジル（最後の２個の基は、部
分的又は完全にハロゲン化されていても、及び／又は１～３個の下記の基：即ちニトロ、
シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロ
アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルを有してい
ても良い）を表し；
Ｒ11が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニルを表し；
或いは
Ｒ10及びＲ11が合体して、Ｃ1～Ｃ4アルキルでモノ～テトラ置換されていても、及び／又
は酸素又は硫黄により、或いはＣ1～Ｃ4アルキルで置換されていても良い窒素により遮断
されていても良いＣ2～Ｃ6アルカンジイルを形成し；
Ｒ12が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～
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Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、フェニル又はベンジル（最後の２個の基は、部分的又は完全にハロゲン化され
ていても、及び／又は１～３個の下記の基：即ちニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ

1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキル
カルボニル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルを有していても良い）を表し；
Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3

～Ｃ6シクロアルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、フェ
ニル、ベンジル又はフェニルＣ1～Ｃ4アルコキシ（最後の３個の基は、部分的又は完全に
ハロゲン化されていても、及び／又は１～３個の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4ア
ルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～
Ｃ4アルキルカルボニル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルを有していても良い）を表し
；
Ｑが、式II：

｛但し、Ｒ14が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、フェニル、又は部分的又は
完全にハロゲン化されていても及び／又は１～３個の下記の基：即ちニトロ、シアノ、Ｃ

1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ
を有していても良いフェニルを表し；
Ｒ15が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル
、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキル
スルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルホニル、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニルカ
ルボニル、フェニルカルボニルメチル、フェノキシカルボニル又はフェニルスルホニル（
最後の５個の置換基は、置換されていなくても、或いは当該のフェニル環が部分的又は完
全にハロゲン化されていても及び／又は１～３個の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4

アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシを有し
ていても良い）を表し；
Ｒ16が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はＣ1～Ｃ6ハロアルキルを表す。｝
で表され、４位で結合するピラゾールを表す。］
さらに、本発明は、式Ｉの化合物を製造する方法、式Ｉの化合物を含む組成物、及び有害
植物を防除するために式Ｉの化合物及びこれらを含む組成物を使用する方法に関する。
４－［３－（２－アルコキシ－１－エテニル）ベンゾイル］ピラゾールはＥＰ－Ａ２８２
９４４に開示されている。しかしながら、これらの化合物の除草作用及びこれらの作物安
全性は部分的に満足するものでしかない。
従って、本発明の目的は、特に除草作用を有する化合物で、その特性が改良されたものを
提供することにある。
本発明者等は、上記目的が式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール及びその
除草作用により達成されることを見出した。
さらに、本発明者等は、顕著に優れた除草作用を有する化合物Ｉを含む除草剤組成物を見
出した。さらにまた、本発明者等は、これらの組成物を製造する方法、及び化合物Ｉを用
いて不要な植生を制御する方法を見出した。
本発明は、また式Ｉの化合物の立体異性体に関するものでもある。これらは純粋な立体異
性体及びその混合物を包含する。
式Ｉの化合物は、炭素炭素二重結合を含み、このためＥ異性体又はＺ異性体或いはＥ／Ｚ
異性体混合物の形で存在する。式Ｉの化合物は、更に炭素又は炭素－窒素二重結合を含ん
でも良い。本発明は、純粋な幾何異性体及びこれらの混合物の両方に関するものである。
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置換の態様の相違により、式Ｉの化合物は、１種類以上のキラル中心を含むことができ、
その場合、エナンチオマーとして、又はジアステレオマーとして存在することができる。
本発明は、純粋なエナンチオマー又はジアステレオマー、及びこれらの混合物の両方に関
するものである。
式Ｉの化合物は、その農業上有用な塩の形でも存在することができる。一般に塩の種類は
重要ではない。これらのカチオンの塩又はこれらの酸の酸付加塩は、一般に、そのアニオ
ン又はカチオンがそれぞれ化合物Ｉの除草作用に悪影響を与えない。
好適なカチオンとしては、特にアルカリ金属（好ましくはリチウム、ナトリウム及びカリ
ウム）のイオン、アルカリ土類金属（好ましくはカルシウム及びマグネシウム）のイオン
、遷移金属（好ましくはマンガン、銅、亜鉛及び鉄）のイオン及びアンモニウム｛所望に
より、１～４個の水素が、Ｃ1～Ｃ4アルキル、ヒドロキシＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ア
ルコキシＣ1～Ｃ4アルキル、ヒドロキシＣ1～Ｃ4アルコキシＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル
又はベンジルで置換されていても良く；好ましくはアンモニウム、ジメチルアンモニウム
、ジイソプロピルアンモニウム、テトラメチルアンモニウム、テトラブチルアンモニウム
、２－（２－ヒドロキシ－エタ－１－オキシ）エタ－１－イルアンモニウム、ジ－（２－
ヒドロキシ－エタ－１－イル）アンモニウム、テトラメチルベンジルアンモニウム｝、さ
らにホスホニウムイオン、スルホニウムイオン（好ましくはトリ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）ス
ルホニウム）、及びスルホキソニウムイオン（好ましくはトリ（Ｃ1～Ｃ4アルキル）スル
ホキソニウム）｝を挙げることができる。
有用な酸付加塩のアニオンとしては、まず塩化物、臭化物、弗化物、硫酸水素塩、硫酸塩
、燐酸二水素塩、燐酸一水素塩、硝酸塩、炭酸水素塩、炭酸塩、ヘキサフルオロ珪酸塩、
ヘキサフルオロ燐酸塩、安息香酸塩及びＣ1～Ｃ4アルカン酸のアニオン（好ましくは蟻酸
塩、酢酸塩、プロピオン酸塩及び酪酸塩）を挙げることができる。
置換基Ｒ1～Ｒ16について、或いはフェニル環、ヘテロアリール環及びヘテロシクリル環
の基として記載された有機基は、個々の基の構成員をそれぞれ例示するための共通の用語
を表す。全ての炭化水素鎖、即ち全てのアルキル、ハロアルキル、シクロアルキル、アル
コキシアルキル、アルコキシ、ハロアルコキシ、シクロアルコキシ、アルキルチオ、アル
キルスルホニル、ハロアルキルスルホニル、アルキルカルボニル、ハロアルキルカルボニ
ル、アルコキシカルボニル、アルケニル、シクロアルケニル、アルキニル、アルケニルオ
キシ及びアルキニルオキシ部分は、直鎖状でも分岐していても良い。別段、記載のない限
り、ハロゲン化置換基は、１個～５個の同一又は異なるハロゲンを有することが好ましい
。ハロゲンは、それぞれ弗素、塩素、臭素又は沃素を表す。
他の意味の例として、下記のものを挙げることができる：
Ｃ2～Ｃ4アルキル：エチル、ｎ－プロピル、１－メチルエチル、ブチル、１－メチルプロ
ピル、２－メチルプロピル及び１，１－ジメチルエチル；
Ｃ1～Ｃ4アルキル、及びＣ1～Ｃ4アルコキシＣ1～Ｃ4アルキル、ヒドロキシＣ1～Ｃ4アル
コキシＣ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、ヘテロシクリルＣ1～Ｃ4アルキ
ル、フェニル－Ｃ1～Ｃ4アルキル及びヘテロアリール－Ｃ1～Ｃ4アルキルのアルキル部分
：上記のＣ2～Ｃ4アルキル及びメチル；
Ｃ2～Ｃ6アルキル及びＣ1～Ｃ6アルコキシＣ2～Ｃ6アルキルのアルキル部分：上述のＣ2

～Ｃ4アルキル、及びペンチル、１－メチルブチル、２－メチルブチル、３－メチルブチ
ル、２，２－ジメチルプロピル、１－エチルプロピル、ヘキシル、１，１－ジメチルプロ
ピル、１，２－ジメチルプロピル、１－メチルペンチル、２－メチルペンチル、３－メチ
ルペンチル、４－メチルペンチル、１，１－ジメチルブチル、１，２－ジメチルブチル、
１，３－ジメチルブチル、２，２－ジメチルブチル、２，３－ジメチルブチル、３，３－
ジメチルブチル、１－エチルブチル、２－エチルブチル、１，１，２－トリメチルプロピ
ル、１－エチル－１－メチルプロピル及び１－エチル－３－メチルプロピル；
Ｃ1～Ｃ6アルキル、及びＣ1～Ｃ6アルコキシＣ1～Ｃ6アルキル及びＣ1～Ｃ6アルキルカル
ボニルのアルキル部分：上述のＣ2～Ｃ6アルキル、及びメチル；
Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル：部分的又は完全に弗素、塩素、臭素及び／又は沃素で置換された
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上述のＣ1～Ｃ4アルキル、即ち、例えばクロロメチル、ジクロロメチル、トリクロロメチ
ル、フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロメチル、クロロフルオロメチル、
ジクロロフルオロメチル、クロロジフルオロメチル、２－フルオロエチル、２－クロロエ
チル、２－ブロモエチル、２－ヨードエチル、２，２－ジフルオロエチル、２，２，２－
トリフルオロエチル、２－クロロ－２－フルオロエチル、２－クロロ－２，２－ジフルオ
ロエチル、２，２－ジクロロ－２－フルオロエチル、２，２，２－トリクロロエチル、ペ
ンタフルオロエチル、２-フルオロプロピル、３-フルオロプロピル、２，２-ジフルオロ
プロピル、２，３-ジフルオロプロピル、２-クロロプロピル、３-クロロプロピル、２，
３-ジクロロプロピル、２-ブロモプロピル、３-ブロモプロピル、３，３，３-トリフルオ
ロプロピル、３，３，３-トリクロロプロピル、２，２，３，３，３-ペンタフルオロプロ
ピル、ヘプタフルオロプロピル、１-（フルオロメチル）-２-フルオロエチル、１-（クロ
ロメチル）-２-クロロエチル、１-（ブロモメチル）-２-ブロモエチル、４-フルオロブチ
ル、４-クロロブチル、４-ブロモブチル及びノナフルオロブチル；
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、及びＣ1～Ｃ6ハロアルキルカルボニルのハロアルキル部分：上述
のＣ1～Ｃ4ハロアルキル、及び５－フルオロペンチル、５－クロロペンチル、５－ブロモ
ペンチル、５－ヨードペンチル、ウンデカフルオロペンチル、６－フルオロヘキシル、６
－クロロヘキシル、６－ブロモヘキシル、６－ヨードヘキシル及びドデカフルオロヘキシ
ル；
Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、及びＣ1～Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル、ヒドロキシ－Ｃ1～
Ｃ4アルコキシ－Ｃ1～Ｃ4アルキル及びＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルのアルコキシ部分
：メトキシ、エトキシ、プロポキシ、１－メチルエトキシ、ブトキシ、１－メチルプロポ
キシ、２－メチルプロポキシ又は１，１－ジメチルエトキシ；
Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、及びＣ1～Ｃ6アルコキシ－Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ
－Ｃ2～Ｃ6アルキル及びＣ1～Ｃ6アルコキシカルボニルのアルコキシ部分：上述のＣ1～
Ｃ4アルコキシ、さらにペントキシ、１－メチルブトキシ、２－メチルブトキシ、３－メ
チルブトキシ、１，１－ジメチルプロポキシ、１，２－ジメチルプロポキシ、２，２－ジ
メチルプロポキシ、１－エチルプロポキシ、ヘキソキシ、１－メチルペントキシ、２－メ
チルペントキシ、３－メチルペントキシ、４－メチルペントキシ、１，１－ジメチルブト
キシ、１，２－ジメチルブトキシ、１，３－ジメチルブトキシ、２，２－ジメチルブトキ
シ、２，３－ジメチルブトキシ、３，３－ジメチルブトキシ、１－エチルブトキシ、２－
エチルブトキシ、１，１，２－トリメチルプロポキシ、１，２，２－トリメチルプロポキ
シ、１－エチル－１－メチルプロポキシ又は１－エチル－２－メチルプロポキシ；
Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ：部分的又は完全に弗素、塩素、臭素及び／又は沃素で置換され
た上述のＣ1～Ｃ4アルコキシ、即ち、例えば、フルオロメトキシ、ジフルオロメトキシ、
トリフルオロメトキシ、クロロジフルオロメトキシ、ブロモジフルオロメトキシ、２－フ
ルオロエトキシ、２－クロロエトキシ、２－ブロモエトキシ、２－ヨードエトキシ、２，
２－ジフルオロエトキシ、２，２，２－トリフルオロエトキシ、２－クロロ－２－フルオ
ロエトキシ、２－クロロ－２，２－ジフルオロエトキシ、２，２－ジクロロ－２－フルオ
ロエトキシ、２，２，２－トリクロロエトキシ、ペンタフルオロエトキシ、２-フルオロ
プロポキシ、３-フルオロプロポキシ、２－クロロプロポキシ、３－クロロプロポキシ、
２－ブロモプロポキシ、３－ブロモプロポキシ、２，２-ジフルオロプロポキシ、２，３-
ジフルオロプロポキシ、２，３-ジクロロプロポキシ、３，３，３-トリフルオロプロポキ
シ、３，３，３-トリクロロプロポキシ、２，２，３，３，３-ペンタフルオロプロポキシ
、ヘプタフルオロプロポキシ、１-（フルオロメチル）-２-フルオロエトキシ、１-（クロ
ロメチル）-２-クロロエトキシ、１-（ブロモメチル）-２-ブロモエトキシ、４-フルオロ
ブトキシ、４-クロロブトキシ、４-ブロモブトキシ又はノナフルオロブトキシ；
Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ：上述のＣ1～Ｃ4ハロアルコキシ、及び、例えば５－フルオロペ
ントキシ、５－クロロペントキシ、５－ブロモペントキシ、５－ヨードペントキシ、ウン
デカフルオロペントキシ、６－フルオロヘキソキシ、６－クロロヘキソキシ、６－ブロモ
ヘキソキシ、６－ヨードヘキソキシ及びドデカフルオロヘキソキシ；
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Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ：例えばメチルチオ、エチルチオ、プロピルチオ、１－メチルエチ
ルチオ、ブチルチオ、１－メチルプロピルチオ、２－メチルプロピルチオ、１，１－ジメ
チルエチルチオ、ペンチルチオ、１－メチルブチルチオ、２－メチルブチルチオ、３－メ
チルブチルチオ、２，２－ジメチルプロピルチオ、１－エチルプロピルチオ、ヘキシルチ
オ、１，１－ジメチルプロピルチオ、１，２－ジメチルプロピルチオ、１－メチルペンチ
ルチオ、２－メチルペンチルチオ、３－メチルペンチルチオ、４－メチルペンチルチオ、
１，１－ジメチルブチルチオ、１，２－ジメチルブチルチオ、１，３－ジメチルブチルチ
オ、２，２－ジメチルブチルチオ、２，３－ジメチルブチルチオ、３，３－ジメチルブチ
ルチオ、１－エチルブチルチオ、２－エチルブチルチオ、１，１，２－トリメチルプロピ
ルチオ、１，２，２－トリメチルプロピルチオ、１－エチル－１－メチルプロピルチオ及
び１－エチル－２－メチルプロピルチオ；
Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル（Ｃ1～Ｃ6アルキル－Ｓ（＝Ｏ）2－）：例えばメチルスル
ホニル、エチルスルホニル、プロピルスルホニル、１－メチルエチルスルホニル、ブチル
スルホニル、１－メチルプロピルスルホニル、２－メチルプロピルスルホニル、１，１－
ジメチルエチルスルホニル、ペンチルスルホニル、１－メチルブチルスルホニル、２－メ
チルブチルスルホニル、３－メチルブチルスルホニル、２，２－ジメチルプロピルスルホ
ニル、１－エチルプロピルスルホニル、１，１－ジメチルプロピルスルホニル、１，２－
ジメチルプロピルスルホニル、ヘキシルスルホニル、１－メチルペンチルスルホニル、２
－メチルペンチルスルホニル、３－メチルペンチルスルホニル、４－メチルペンチルスル
ホニル、１，１－ジメチルブチルスルホニル、１，２－ジメチルブチルスルホニル、１，
３－ジメチルブチルスルホニル、２，２－ジメチルブチルスルホニル、２，３－ジメチル
ブチルスルホニル、３，３－ジメチルブチルスルホニル、１－エチルブチルスルホニル、
２－エチルブチルスルホニル、１，１，２－トリメチルプロピルスルホニル、１，２，２
－トリメチルプロピルスルホニル、１－エチル－１－メチルプロピルスルホニル又は１－
エチル－２－メチルプロピルスルホニル；
Ｃ1～Ｃ6ハロアルキルスルホニル：部分的又は完全に弗素、塩素、臭素及び／又は沃素で
置換された上述のＣ1～Ｃ6アルキルスルホニル、即ち、フルオロメチルスルホニル、ジフ
ルオロメチルスルホニル、トリフルオロメチルスルホニル、クロロジフルオロメチルスル
ホニル、ブロモジフルオロメチルスルホニル、２－フルオロエチルスルホニル、２－クロ
ロエチルスルホニル、２－ブロモエチルスルホニル、２－ヨードエチルスルホニル、２，
２－ジフルオロエチルスルホニル、２，２，２－トリフルオロエチルスルホニル、２，２
，２－トリクロロエチルスルホニル、２－クロロ－２－フルオロエチルスルホニル、２－
クロロ－２，２－ジフルオロエチルスルホニル、２，２－ジクロロ－２－フルオロエチル
スルホニル、ペンタフルオロエチルスルホニル、２-フルオロプロピルスルホニル、３-フ
ルオロプロピルスルホニル、２－クロロプロピルスルホニル、３－クロロプロピルスルホ
ニル、２－ブロモプロピルスルホニル、３－ブロモプロピルスルホニル、２，２-ジフル
オロプロピルスルホニル、２，３-ジフルオロプロピルスルホニル、２，３-ジクロロプロ
ピルスルホニル、３，３，３-トリフルオロプロピルスルホニル、３，３，３-トリクロロ
プロピルスルホニル、２，２，３，３，３-ペンタフルオロプロピルスルホニル、ヘプタ
フルオロプロピルスルホニル、１-（フルオロメチル）-２-フルオロエチルスルホニル、
１-（クロロメチル）-２-クロロエチルスルホニル、１-（ブロモメチル）-２-ブロモエチ
ルスルホニル、４-フルオロブチルスルホニル、４-クロロブチルスルホニル、４-ブロモ
ブチルスルホニル、ノナフルオロブチルスルホニル、５－フルオロペンチルスルホニル、
５－クロロペンチルスルホニル、５－ブロモペンチルスルホニル、５－ヨードペンチルス
ルホニル、６－フルオロヘキシルスルホニル、６－ブロモヘキシルスルホニル、６－ヨー
ドヘキシルスルホニル及びドデカフルオロヘキシルスルホニル；
Ｃ3～Ｃ6アルケニル：例えば、プロパ－１－エン－１－イル、プロパ－２－エン－１－イ
ル、１－メチルエテニル、ブテン－１－イル、ブテン－２－イル、ブテン－３－イル、１
－メチルプロパ－１－エン－１－イル、２－メチルプロパ－１－エン－１－イル、１－メ
チルプロパ－２－エン－１－イル、２－メチルプロパ－２－エン－１－イル、ペンテン－
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１－イル、ペンテン－２－イル、ペンテン－３－イル、ペンテン－４－イル、１－メチル
ブタ－１－エン－１－イル、２－メチルブタ－１－エン－１－イル、３－メチルブタ－１
－エン－１－イル、１－メチルブタ－２－エン－１－イル、２－メチルブタ－２－エン－
１－イル、３－メチルブタ－２－エン－１－イル、１－メチルブタ－３－エン－１－イル
、２－メチルブタ－３－エン－１－イル、３－メチルブタ－３－エン－１－イル、１，１
－ジメチルプロパ－２－エン－１－イル、１，２－ジメチルプロパ－１－エン－１－イル
、１，２－ジメチルプロパ－２－エン－１－イル、１－エチルプロパ－１－エン－２－イ
ル、１－エチルプロパ－２－エン－１－イル、ヘキサ－１－エン－１－イル、ヘキサ－２
－エン－１－イル、ヘキサ－３－エン－１－イル、ヘキサ－４－エン－１－イル、ヘキサ
－５－エン－１－イル、１－メチルペンタ－１－エン－１－イル、２－メチルペンタ－１
－エン－１－イル、３－メチルペンタ－１－エン－１－イル、４－メチルペンタ－１－エ
ン－１－イル、１－メチルペンタ－２－エン－１－イル、２－メチルペンタ－２－エン－
１－イル、３－メチルペンタ－２－エン－１－イル、４－メチルペンタ－２－エン－１－
イル、１－メチルペンタ－３－エン－１－イル、２－メチルペンタ－３－エン－１－イル
、３－メチルペンタ－３－エン－１－イル、４－メチルペンタ－３－エン－１－イル、１
－メチルペンタ－４－エン－１－イル、２－メチルペンタ－４－エン－１－イル、３－メ
チルペンタ－４－エン－１－イル、４－メチルペンタ－４－エン－１－イル、１，１－ジ
メチルブタ－２－エン－１－イル、１，１－ジメチルブタ－３－エン－１－イル、１，２
－ジメチルブタ－１－エン－１－イル、１，２－ジメチルブタ－２－エン－１－イル、１
，２－ジメチルブタ－３－エン－１－イル、１，３－ジメチルブタ－１－エン－１－イル
、１，３－ジメチルブタ－２－エン－１－イル、１，３－ジメチルブタ－３－エン－１－
イル、２，２－ジメチルブタ－３－エン－１－イル、２，３－ジメチルブタ－１－エン－
１－イル、２，３－ジメチルブタ－２－エン－１－イル、２，３－ジメチルブタ－３－エ
ン－１－イル、３，３－ジメチルブタ－１－エン－１－イル、３，３－ジメチルブタ－２
－エン－１－イル、１－エチルブタ－１－エン－１－イル、１－エチルブタ－２－エン－
１－イル、１－エチルブタ－３－エン－１－イル、２－エチルブタ－１－エン－１－イル
、２－エチルブタ－２－エン－１－イル、２－エチルブタ－３－エン－１－イル、１，１
，２－トリメチルプロパ－２－エン－１－イル、１－エチル－１－メチルプロパ－２－エ
ン－１－イル、１－エチル－２－メチルプロパ－１－エン－１－イル又は１－エチル－２
－メチルプロパ－２－エン－１－イル；
Ｃ2～Ｃ6アルケニル：上述のＣ3～Ｃ6アルケニル、さらにエテニル；
Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ：例えば、プロパ－１－エン－１－イルオキシ、プロパ－２－
エン－１－イルオキシ、１－メチルエテニルオキシ、ブテン－１－イルオキシ、ブテン－
２－イルオキシ、ブテン－３－イルオキシ、１－メチルプロパ－１－エン－１－イルオキ
シ、２－メチルプロパ－１－エン－１－イルオキシ、１－メチルプロパ－２－エン－１－
イルオキシ、２－メチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ、ペンテン－１－イルオキシ
、ペンテン－２－イルオキシ、ペンテン－３－イルオキシ、ペンテン－４－イルオキシ、
１－メチルブタ－１－エン－１－イルオキシ、２－メチルブタ－１－エン－１－イルオキ
シ、３－メチルブタ－１－エン－１－イルオキシ、１－メチルブタ－２－エン－１－イル
オキシ、２－メチルブタ－２－エン－１－イルオキシ、３－メチルブタ－２－エン－１－
イルオキシ、１－メチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、２－メチルブタ－３－エン－
１－イルオキシ、３－メチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、１，１－ジメチルプロパ
－２－エン－１－イルオキシ、１，２－ジメチルプロパ－１－エン－１－イルオキシ、１
，２－ジメチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ、１－エチルプロパ－１－エン－２－
イルオキシ、１－エチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ、ヘキサ－１－エン－１－イ
ルオキシ、ヘキサ－２－エン－１－イルオキシ、ヘキサ－３－エン－１－イルオキシ、ヘ
キサ－４－エン－１－イルオキシ、ヘキサ－５－エン－１－イルオキシ、１－メチルペン
タ－１－エン－１－イルオキシ、２－メチルペンタ－１－エン－１－イルオキシ、３－メ
チルペンタ－１－エン－１－イルオキシ、４－メチルペンタ－１－エン－１－イルオキシ
、１－メチルペンタ－２－エン－１－イルオキシ、２－メチルペンタ－２－エン－１－イ



(9) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

ルオキシ、３－メチルペンタ－２－エン－１－イルオキシ、４－メチルペンタ－２－エン
－１－イルオキシ、１－メチルペンタ－３－エン－１－イルオキシ、２－メチルペンタ－
３－エン－１－イルオキシ、３－メチルペンタ－３－エン－１－イルオキシ、４－メチル
ペンタ－３－エン－１－イルオキシ、１－メチルペンタ－４－エン－１－イルオキシ、２
－メチルペンタ－４－エン－１－イルオキシ、３－メチルペンタ－４－エン－１－イルオ
キシ、４－メチルペンタ－４－エン－１－イルオキシ、１，１－ジメチルブタ－２－エン
－１－イルオキシ、１，１－ジメチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、１，２－ジメチ
ルブタ－１－エン－１－イルオキシ、１，２－ジメチルブタ－２－エン－１－イルオキシ
、１，２－ジメチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、１，３－ジメチルブタ－１－エン
－１－イルオキシ、１，３－ジメチルブタ－２－エン－１－イルオキシ、１，３－ジメチ
ルブタ－３－エン－１－イルオキシ、２，２－ジメチルブタ－３－エン－１－イルオキシ
、２，３－ジメチルブタ－１－エン－１－イルオキシ、２，３－ジメチルブタ－２－エン
－１－イルオキシ、２，３－ジメチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、３，３－ジメチ
ルブタ－１－エン－１－イルオキシ、３，３－ジメチルブタ－２－エン－１－イルオキシ
、１－エチルブタ－１－エン－１－イルオキシ、１－エチルブタ－２－エン－１－イルオ
キシ、１－エチルブタ－３－エン－１－イルオキシ、２－エチルブタ－１－エン－１－イ
ルオキシ、２－エチルブタ－２－エン－１－イルオキシ、２－エチルブタ－３－エン－１
－イルオキシ、１，１，２－トリメチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ、１－エチル
－１－メチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ、１－エチル－２－メチルプロパ－１－
エン－１－イルオキシ又は１－エチル－２－メチルプロパ－２－エン－１－イルオキシ；
Ｃ3～Ｃ6アルキニル：プロパ－１－イン－１－イル、プロパ－２－イン－１－イル、ブタ
－１－イン－１－イル、ブタ－１－イン－３－イル、ブタ－１－イン－４－イル、ブタ－
２－イン－１－イル、ペンタ－１－イン－１－イル、ペンタ－１－イン－３－イル、ペン
タ－１－イン－４－イル、ペンタ－１－イン－５－イル、ペンタ－２－イン－１－イル、
ペンタ－２－イン－４－イル、ペンタ－２－イン－５－イル、３－メチルブタ－１－イン
－３－イル、３－メチルブタ－１－イン－４－イル、ヘキサ－１－イン－１－イル、ヘキ
サ－１－イン－３－イル、ヘキサ－１－イン－４－イル、ヘキサ－１－イン－５－イル、
ヘキサ－１－イン－６－イル、ヘキサ－２－イン－１－イル、ヘキサ－２－イン－４－イ
ル、ヘキサ－２－イン－５－イル、ヘキサ－２－イン－６－イル、ヘキサ－３－イン－１
－イル、ヘキサ－３－イン－２－イル、３－メチルペンタ－１－イン－１－イル、３－メ
チルペンタ－１－イン－３－イル、３－メチルペンタ－１－イン－４－イル、３－メチル
ペンタ－１－イン－５－イル、４－メチルペンタ－１－イン－１－イル、４－メチルペン
タ－２－イン－４－イル又は４－メチルペンタ－２－イン－５－イル；
Ｃ2～Ｃ6アルキニル：上述のＣ3～Ｃ6アルキニル、さらにエチニル；
Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ：例えば、プロパ－１－イン－１－イルオキシ、プロパ－２－
イン－１－イルオキシ、ブタ－１－イン－１－イルオキシ、ブタ－１－イン－３－イルオ
キシ、ブタ－１－イン－４－イルオキシ、ブタ－２－イン－１－イルオキシ、ペンタ－１
－イン－１－イルオキシ、ペンタ－１－イン－３－イルオキシ、ペンタ－１－イン－４－
イルオキシ、ペンタ－１－イン－５－イルオキシ、ペンタ－２－イン－１－イルオキシ、
ペンタ－２－イン－４－イルオキシ、ペンタ－２－イン－５－イルオキシ、３－メチルブ
タ－１－イン－３－イルオキシ、３－メチルブタ－１－イン－４－イルオキシ、ヘキサ－
１－イン－１－イルオキシ、ヘキサ－１－イン－３－イルオキシ、ヘキサ－１－イン－４
－イルオキシ、ヘキサ－１－イン－５－イルオキシ、ヘキサ－１－イン－６－イルオキシ
、ヘキサ－２－イン－１－イルオキシ、ヘキサ－２－イン－４－イルオキシ、ヘキサ－２
－イン－５－イルオキシ、ヘキサ－２－イン－６－イルオキシ、ヘキサ－３－イン－１－
イルオキシ、ヘキサ－３－イン－２－イルオキシ、３－メチルペンタ－１－イン－１－イ
ルオキシ、３－メチルペンタ－１－イン－３－イルオキシ、３－メチルペンタ－１－イン
－４－イルオキシ、３－メチルペンタ－１－イン－５－イルオキシ、４－メチルペンタ－
１－イン－１－イルオキシ、４－メチルペンタ－２－イン－４－イルオキシ又は４－メチ
ルペンタ－２－イン－５－イルオキシ；
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Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル：シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル又はシクロヘ
キシル；
Ｃ3～Ｃ6シクロアルコキシ：シクロプロポキシ、シクロブトキシ、シクロペントキシ又は
シクロヘキソキシ；
Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニル：シクロブテン－１－イル、シクロブテン－３－イル、シクロ
ペンテン－１－イル、シクロペンテン３－イル、シクロヘキセン－１－イル、シクロヘキ
セン－３－イル又はシクロヘキセン－４－イル、
ヘテロシクリル（複素環基）、及びヘテロシクリルオキシ及びヘテロシクリル－Ｃ1～Ｃ4

アルキルのヘテロシクリル基：酸素、窒素及び硫黄から選択される１～３個のヘテロ原子
を含む３～７員の飽和又は部分不飽和の単環又は多環ヘテロシクリルであり、例えばオキ
シラニル、２－テトラヒドロフラニル、３－テトラヒドロフラニル、２－テトラヒドロチ
エニル、３－テトラヒドロチエニル、２－ピロリジニル、３－ピロリジニル、３－イソオ
キサゾリジニル、４－イソオキサゾリジニル、５－イソオキサゾリジニル、３－イソチア
ゾリジニル、４－イソチアゾリジニル、５－イソチアゾリジニル、３－ピラゾリジニル、
４－ピラゾリジニル、５－ピラゾリジニル、２－オキサゾリジニル、４－オキサゾリジニ
ル、５－オキサゾリジニル、２－チアゾリジニル、４－チアゾリジニル、５－チアゾリジ
ニル、２－イミダゾリジニル、４－イミダゾリジニル、１，２，４－オキサジアゾリジン
－３－イル、１，２，４－オキサジアゾリジン－５－イル、１，２，４－チアジアゾリジ
ン－３－イル、１，２，４－チアジアゾリジン－５－イル、１，２，４－トリアゾリジン
－３－イル、１，３，４－オキサジアゾリジン－２－イル、１，３，４－チアジアゾリジ
ン－２－イル、１，３，４－トリアゾリジン－２－イル、２，３－ジヒドロフラン－２－
イル、２，３－ジヒドロフラン－３－イル、２，３－ジヒドロフラン－４－イル、２，３
－ジヒドロフラン－５－イル、２，５－ジヒドロフラン－２－イル、２，５－ジヒドロフ
ラン－３－イル、２，３－ジヒドロチエン－２－イル、２，３－ジヒドロチエン－３－イ
ル、２，３－ジヒドロチエン－４－イル、２，３－ジヒドロチエン－５－イル、２，５－
ジヒドロチエン－２－イル、２，５－ジヒドロチエン－３－イル、２，３－ジヒドピロー
ル－２－イル、２，３－ジヒドピロール－３－イル、２，３－ジヒドピロール－４－イル
、２，３－ジヒドピロール－５－イル、２，５－ジヒドピロール－２－イル、２，５－ジ
ヒドピロール－３－イル、２，３－ジヒドロイソオキサゾール－３－イル、２，３－ジヒ
ドロイソオキサゾール－４－イル、２，３－ジヒドロイソオキサゾール－５－イル、４，
５－ジヒドロイソオキサゾール－３－イル、４，５－ジヒドロイソオキサゾール－４－イ
ル、４，５－ジヒドロイソオキサゾール－５－イル、２，５－ジヒドロイソオキサゾール
－３－イル、２，５－ジヒドロイソオキサゾール－４－イル、２，５－ジヒドロオキサゾ
ール－５－イル、２，３－ジヒドロイソチアゾール－３－イル、２，３－ジヒドロイソチ
アゾール－４－イル、２，３－ジヒドロイソチアゾール－５－イル、４，５－ジヒドロイ
ソチアゾール－３－イル、４，５－ジヒドロイソチアゾール－４－イル、４，５－ジヒド
ロイソチアゾール－５－イル、２，５－ジヒドロイソチアゾール－３－イル、２，５－ジ
ヒドロイソチアゾール－４－イル、２，５－ジヒドロイソチアゾール－５－イル、２，３
－ジヒドロピラゾール－３－イル、２，３－ジヒドロピラゾール－４－イル、２，３－ジ
ヒドロピラゾール－５－イル、４，５－ジヒドロピラゾール－３－イル、４，５－ジヒド
ロピラゾール－４－イル、４，５－ジヒドロピラゾール－５－イル、２，５－ジヒドロピ
ラゾール－３－イル、２，５－ジヒドロピラゾール－４－イル、２，５－ジヒドロピラゾ
ール－５－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール－２－イル、２，３－ジヒドロオキサゾ
ール－４－イル、２，３－ジヒドロオキサゾール－５－イル、４，５－ジヒドロオキサゾ
ール－２－イル、４，５－ジヒドロオキサゾール－４－イル、４，５－ジヒドロオキサゾ
ール－５－イル、２，５－ジヒドロオキサゾール－２－イル、２，５－ジヒドロオキサゾ
ール－４－イル、２，５－ジヒドロオキサゾール－５－イル、２，３－ジヒドロチアゾー
ル－２－イル、２，３－ジヒドロチアゾール－４－イル、２，３－ジヒドロチアゾール－
５－イル、４，５－ジヒドロチアゾール－２－イル、４，５－ジヒドロチアゾール－４－
イル、４，５－ジヒドロチアゾール－５－イル、２，５－ジヒドロチアゾール－２－イル
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、２，５－ジヒドロチアゾール－４－イル、２，５－ジヒドロチアゾール－５－イル、２
，３－ジヒドロイミダゾール－２－イル、２，３－ジヒドロイミダゾール－４－イル、２
，３－ジヒドロイミダゾール－５－イル、４，５－ジヒドロイミダゾール－２－イル、４
，５－ジヒドロイミダゾール－４－イル、４，５－ジヒドロイミダゾール－５－イル、２
，５－ジヒドロイミダゾール－２－イル、２，５－ジヒドロイミダゾール－４－イル、２
，５－ジヒドロイミダゾール－５－イル、２－モルホリニル、３－モルホリニル、２－ピ
ペリジニル、３－ピペリジニル、４－ピペリジニル、３－テトラヒドロピリダジニル、４
－テトラヒドロピリダジニル、２－テトラヒドロピリミジニル、４－テトラヒドロピリミ
ジニル、５－テトラヒドロピリミジニル、２－テトラヒドロピラジニル、１，３，５－テ
トラヒドロトリアジン－２－イル、１，２，４－テトラヒドロトリアジン－３－イル、１
，３－ジヒドロオキサジン－２－イル、２－テトラヒドロピラニル、３－テトラヒドロピ
ラニル、４－テトラヒドロピラニル、２－テトラヒドロチオピラニル、３－テトラヒドロ
チオピラニル、４－テトラヒドロチオピラニル、１，３－ジオキソラン－２－イル、１，
３－ジオキソラン－４－イル、１，３－ジチオラン－２－イル、１，３－ジチオラン－４
－イル、１，３－ジオキサン－２－イル、１，３－ジオキサン－４－イル、１，３－ジオ
キサン－５－イル、１，３－ジチアン－２－イル、１，３－ジチアン－４－イル、１，３
－ジチアン－５－イル、３，４，５，６－テトラヒドロピリジン－２－イル、４Ｈ－１，
３－チアジン－２－イル、４Ｈ－３，１－ベンゾチアジン－２－イル、１，１－ジオキソ
－２，３，４，５－テトラヒドロチエン－２－イル、２Ｈ－１，４－ベンゾチアジン－３
－イル、２Ｈ－１，４－ベンゾキサジン－３－イル又は１，３－ジヒドロオキサジン－２
－イル；
ヘテロアリール、及びヘテロアリールオキシ及びヘテロアリール－Ｃ1～Ｃ4アルキルのヘ
テロアリール基：炭素環員とは別に、さらに１～４個の窒素原子、又は１～３個の窒素原
子と１個の酸素又は硫黄原子、又は１個の酸素原子、又は１個の硫黄原子を有しても良い
芳香族の単環もしくは多環基、例えば２－フリル、３－フリル、２－チエニル、３－チエ
ニル、２－ピロリル、３－ピロリル、３－イソオキサゾリル、４－イソオキサゾリル、５
－イソオキサゾリル、３－イソチアゾリル、４－イソチアゾリル、５－イソチアゾリル、
３－ピラゾリル、４－ピラゾリル、５－ピラゾリル、２－オキサゾリル、４－オキサゾリ
ル、５－オキサゾリル、２－チアゾリル、４－チアゾリル、５－チアゾリル、２－イミダ
ゾリル、４－イミダゾリル、１，２，４－オキサジアゾール－３－イル、１，２，４－オ
キサジアゾール－５－イル、１，２，４－チアジアゾール－３－イル、１，２，４－チア
ジアゾール－５－イル、１，２，４－トリアゾール－３－イル、１，３，４－オキサジア
ゾール－２－イル、１，３，４－チアジアゾール－２－イル、１，３，４－トリアゾール
－２－イル、２－ピリジニル、３－ピリジニル、４－ピリジニル、３－ピリダジニル、４
－ピリダジニル、２－ピリミジニル、４－ピリミジニル、５－ピリミジニル、２－ピラジ
ニル、１，３，５－トリアジン－２－イル、１，２，４－トリアジン－３－イル又は１，
２，４，５－テトラジン－３－イル、及び対応するベンゾ縮合環誘導体；
Ｃ2～Ｃ6アルカンジイル：例えばエタン－１，２－ジイル、プロパン－１，３－ジイル、
ブタン－１，４－ジイル、ペンタン－１，５－ジイル又はヘキサン－１，６－ジイル。
全てのフェニル、ヘテロアリール及びヘテロシクリル環は、無置換、又は１～３個のハロ
ゲン及び／又はニトロ基、シアノ基、メチル、トリフルオロメチル、メトキシ、トリフル
オロメトキシ又はメトキシカルボニルから選ばれる１個又は２個の置換基を有することが
好ましい。
本発明の式Ｉの化合物を除草剤として使用する観点から、その記号は、下記の意味を有す
ること、即ち単独或いは組み合わせにおいて意味することが好ましい：
Ｒ1が、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニ
ル、－ＯＲ6、又は－Ｓ（Ｏ）nＲ

8；特に好ましくはニトロ、ハロゲン（例、フッ素、塩
素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＯＲ6、又は－ＳＯ2Ｒ

8；を表し；
Ｒ2が、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6
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ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、－ＯＲ6、又は－Ｓ（Ｏ）nＲ

8；特に好ましくは水素、ニトロ、ハロゲン（例
、フッ素、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＯＲ6、又は
－ＳＯ2Ｒ

8；更に好ましくはニトロ、ハロゲン（例、フッ素、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6

アルキル（例、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル（例、ジフルオロメチル又は
トリフルオロメチル）、－ＯＲ6、又は－ＳＯ2Ｒ

8；を表し；
Ｒ3が、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキ
シ、Ｃ2～Ｃ6アルケニル又はＣ2～Ｃ6アルキニル；特に好ましくは水素、ハロゲン（例、
フッ素、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ4アルキル（例、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ4ハロア
ルキル（例、トリフルオロメチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ（例、メトキシ又はエトキシ）
、アリル又はプロパギル；更に好ましくはハロゲン又はメチル；を表し；
Ｒ4が、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－ＣＯＲ10

、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13、－ＰＯ（Ｏ

Ｒ10）（ＯＲ11）；下記の基：－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10

Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13を有するＣ1～Ｃ4アルキル；ヘテロシクリル、ヘテロシクリ
ルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル、ヘテロアリール又はヘテロ
アリールＣ1～Ｃ4アルキル（最後の６個は、それぞれ１～３個のハロゲンで置換されてい
ても、及び／又は１～３個の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニ
ル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルを有していても良い）を表し；
Ｒ5が、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－ＣＯＲ10

、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13、－ＰＯ（Ｏ

Ｒ10）（ＯＲ11）；下記の基：－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10

Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13を有するＣ1～Ｃ4アルキル；ヘテロシクリル、ヘテロシクリ
ルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル、ヘテロアリール又はヘテロ
アリールＣ1～Ｃ4アルキル（最後の６個は、それぞれ１～３個のハロゲンで置換されてい
ても、及び／又は１～３個の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハ
ロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニ
ル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカルボニルを有していても良い）；特に好ましくは水素、ハロ
ゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＣＯＲ10、
－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－ＰＯ（ＯＲ10）（ＯＲ11）を表す
か；或いは
Ｒ4及びＲ5が合体して、Ｃ1～Ｃ4アルキルでモノ～テトラ置換されていても、及び／又は
酸素又は硫黄により、或いはＣ1～Ｃ4アルキルを有しても良い窒素により遮断されていて
も良いＣ2～Ｃ6アルカンジイル、例えばブタン－１，４－ジイル、ペンタン－１，５－ジ
イル、ヘキサン－１，６－ジイル、３－オキサペンタン－１，５－ジイル又は３－メチル
－３－アザペンタン－１，５－ジイルを形成し；
ｎが、０又は２を表し；
Ｒ6が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ2～Ｃ6

アルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニル；特に好ましくはＣ1～Ｃ4アルキ
ル（例、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル（例、トリフルオロメチル又はジフ
ルオロメチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシＣ2～Ｃ4アルキル（例、メトキシエチル）、アリル
又はプロパギル；を表し；
Ｒ8が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ2～Ｃ6アルキ
ル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニル；特に好ましくはＣ1～Ｃ4アルキル（例
、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル（例、トリフルオロメチル又はジフルオロ
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メチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシＣ2～Ｃ4アルキル（例、メトキシエチル）、アリル又はプ
ロパギル；を表し；
Ｒ10が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ

3～Ｃ6アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルキニル、フェニル又はベンジル；特に好ましくは水素、
Ｃ1～Ｃ4アルキル（例、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル（例、トリフルオロ
メチル）、アリル、プロパギル又はベンジル；を表し；
Ｒ11が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ3～Ｃ6アルケニル又はＣ3～Ｃ6アルキニルを表し；
或いは
Ｒ10及びＲ11が合体して、Ｃ1～Ｃ4アルキルでモノ～テトラ置換されてもよいＣ2～Ｃ6ア
ルカンジイルを形成し；
Ｒ12が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～
Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6ア
ルキニル、フェニル又はベンジル；特に好ましくは水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル（例、メチル
又はエチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシカルボニル（例、メトキシカルボニル又はエトキシカ
ルボニル）、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル（例、トリフルオロメチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ（
例、メトキシ又はエトキシ）；を表し；
Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ3～Ｃ6

アルケニル、Ｃ3～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、Ｃ3

～Ｃ6シクロアルコキシ、Ｃ3～Ｃ6アルケニルオキシ、Ｃ3～Ｃ6アルキニルオキシ、フェ
ニル、ベンジル又はベンジルオキシ；特に好ましくはＣ1～Ｃ4アルキル（例、メチル又は
エチル）、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ（例、メトキシ又はエトキシ）、アリルオキシ、プロパギ
ルオキシ、ベンジル又はベンジルオキシ；を表し；
Ｒ14が、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル；特に好ましくはＣ1～Ｃ4アルキル（
例、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ブチル又はイソブチル）；を表し；
Ｒ15が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル
カルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル、Ｃ1～Ｃ6ハ
ロアルキルスルホニル、フェニルカルボニルメチル又はフェニルスルホニル（最後の２個
の置換基のフェニル環は、部分的又は完全にハロゲン化されていても及び／又は１～３個
の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アル
コキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシを有していても良い）；を表し；
Ｒ16が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はＣ1～Ｃ6ハロアルキル；特に好ましくは水素、Ｃ1

～Ｃ4アルキル（例、メチル又はエチル）又はＣ1～Ｃ4ハロアルキル（例、トリフルオロ
メチル）；更に好ましくは水素又はメチル；を表す。
特に極めて好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ1が、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロア
ルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシＣ1～Ｃ6アルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニ
ル、－ＯＲ6、又は－Ｓ（Ｏ）nＲ

8を表し；
Ｒ2が、水素又は、Ｒ1で記載した基を表す。
特に最も好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ1が、ニトロ、ハロゲン（例、フッ素、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－Ｏ
Ｒ6、又は－Ｓ（Ｏ）nＲ

8を表し；
Ｒ2が、ニトロ、ハロゲン（例、フッ素、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6アルキル（例、メチ
ル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＯＲ6、又は－Ｓ（Ｏ）nＲ

8；（例、メチル
スルホニル又はエチルスルホニル）を表す。
同様に、特に極めて好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ4が、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、Ｃ1～Ｃ6アルキルチオ、Ｃ1～Ｃ6ハロアルコキシ、－ＣＯＲ10

、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13、－ＰＯ（Ｏ

Ｒ10）（ＯＲ11）；下記の基：－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10
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Ｒ11又は－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13を有するＣ1～Ｃ4アルキル；ヘテロシクリル、ヘテロシク
リルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル、ヘテロアリール又はヘテ
ロアリールＣ1～Ｃ4アルキル（最後の６個は、置換されていても良い）を表し；
Ｒ5が、水素、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアル
キル、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－ＰＯ（ＯＲ10

）（ＯＲ11）を表すか；或いは
Ｒ4及びＲ5が合体して、Ｃ1～Ｃ4アルキルでモノ～テトラ置換されていても、及び／又は
酸素又は硫黄により、或いはＣ1～Ｃ4アルキルを有しても良い窒素により中断されていて
も良いＣ2～Ｃ6アルカンジイルを形成する。
特に最も好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ4が、水素、ニトロ、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6

ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニ
ル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11

、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13、－ＰＯ（ＯＲ10）（ＯＲ11）；下記の基：－ＣＯＲ10、－ＣＯ

2Ｒ
10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13を有するＣ1～Ｃ4ア

ルキル；ヘテロシクリル、ヘテロシクリルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、フェニルＣ1～
Ｃ4アルキル、ヘテロアリール又はヘテロアリールＣ1～Ｃ4アルキル（最後の６個は、置
換されていても良い）を表し；
Ｒ5が、水素、ハロゲン、シアノ、チオシアナト、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアル
キル、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－ＰＯ（ＯＲ10

）（ＯＲ11）を表す。
特に極めて好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ4が、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ3～Ｃ6シクロアル
キル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、Ｃ4～Ｃ6シクロアルケニル、Ｃ2～Ｃ6アルキニル、－ＣＯＲ
10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13；下記の基
：－ＣＯＲ10、－ＣＯ2Ｒ

10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ1

3を有するＣ1～Ｃ4アルキル；ヘテロシクリル、ヘテロシクリルＣ1～Ｃ4アルキル、フェ
ニル、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル、ヘテロアリール又はヘテロアリールＣ1～Ｃ4アルキル
（最後の６個は、置換されていても良い）を表し；
Ｒ5が、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、－ＣＯＲ10、－ＣＯ2

Ｒ10、－ＣＯＳＲ10、－ＣＯＮＲ10Ｒ11又は－ＰＯ（ＯＲ10）（ＯＲ11）を表す。
同様に、極めて好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ1が、ニトロ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル又はＣ1～Ｃ6アルキルスルホニル；特
にニトロ、塩素、トリフルオロメチル、メチルスルホニル又はエチルスルホニル；を表し
；
Ｒ2が、ニトロ、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコ
キシ又はＣ1～Ｃ6アルキルスルホニル；特にニトロ、塩素、メチル、トリフルオロメチル
、メトキシ又はメチルスルホニル；を表し；
Ｒ3が、水素又はＣ1～Ｃ6アルキル；特に水素又はメチル；好ましくは水素；を表し；
Ｒ4が、水素、ハロゲン、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ4ヒドロキシアルキル、Ｃ1

～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシカルボニル、ホルミル、ヒドロキシカル
ボニル又は－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13；特に水素、塩素、臭素、シアノ、メチル、エチル、イ
ソプロピル、メチルカルボニル、エチルカルボニル、メトキシカルボニル、エトキシカル
ボニル又は－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13；を表し；
Ｒ5が、水素、ハロゲン又はＣ1～Ｃ4アルキル；特に水素、塩素、メチル又はエチルを表
し；
Ｒ12が、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル又はＣ1～Ｃ4アルコキシ；特に水素又はメチル；を表し
；
Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ6アルキル又はＣ1～Ｃ6アルコキシ；特にメトキシ又はエトキシを表し；
Ｒ14が、Ｃ1～Ｃ6アルキル；特に、メチル又はエチル；を表し；
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Ｒ15が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル又はフェニルＣ1～Ｃ6アルキル（ルキル、Ｃ

1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシを有していても良い）；特に水素、メチルス
ルホニル、エチルスルホニル又はベンジルを表し；
Ｒ16が、水素又はＣ1～Ｃ4アルキル；特に好ましくは水素又はメチルを表し；
上記Ｒ1～Ｒ16の定義は、相互の組合せのみならず、それら自身の場合においても、本発
明の式（Ｉ）の化合物にとって特に重要である。
式Ia（Ｒ1がフェニル環の４位に結合し、Ｒ2がフェニル環の２位に結合する場合のＩに該
当）が特に好ましい。

式Ia1（Ｒ1＝Ｃｌ、Ｒ14＝ＣＨ3、及びＲ15及びＲ16＝Ｈ、そしてＲ1がフェニル環の４位
に結合し、Ｒ2がフェニル環の２位に結合する場合のＩに該当）が極めて好ましく、中で
も表１の化合物が好ましく、且つ基の定義Ｒ2～Ｒ5は相互の組合せのみならず、それら自
身の場合において、本発明の化合物にとって特に重要である。
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチルである点で異なる化合物Ia
2、特に化合物Ia2.001～Ia2.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピルである点で異なる化
合物Ia3、特に化合物Ia3.001～Ia3.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチルである点で異なる化合
物Ia4、特に化合物Ia4.001～Ia4.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチルである点で異なる化合
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がメチルである点で異なる化合物Ia
6、特に化合物Ia6.001～Ia6.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がメチルである点
で異なる化合物Ia7、特に化合物Ia7.001～Ia7.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がメチルで
ある点で異なる化合物Ia8、特に化合物Ia8.001～Ia8.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がメチルであ
る点で異なる化合物Ia9、特に化合物Ia9.001～Ia9.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がメチルであ
る点で異なる化合物Ia10、特に化合物Ia10.001～Ia10.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチルである点で異なる化合物Ia
11、特に化合物Ia11.001～Ia11.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がエチルである点で異なる
化合物Ia12、特に化合物Ia12.001～Ia12.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がエチルである
点で異なる化合物Ia13、特に化合物Ia13.001～Ia13.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がエチルであ
る点で異なる化合物Ia14、特に化合物Ia14.001～Ia14.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がエチルであ
る点で異なる化合物Ia15、特に化合物Ia15.001～Ia15.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピルである点で異なる化
合物Ia16、特に化合物Ia16.001～Ia16.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｎ－プロピルで
ある点で異なる化合物Ia17、特に化合物Ia17.001～Ia17.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がｎ－プロピルである点で
異なる化合物Ia18、特に化合物Ia18.001～Ia18.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルである点で異なる化合物Ia19、特に化合物Ia19.001～Ia19.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルである点で異なる化合物Ia20、特に化合物Ia20.001～Ia20.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソプロピルである点で異なる化
合物Ia21、特に化合物Ia21.001～Ia21.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がイソプロピルで
ある点で異なる化合物Ia22、特に化合物Ia22.001～Ia22.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がイソプロ
ピルである点で異なる化合物Ia23、特に化合物Ia23.001～Ia23.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がイソプロピ
ルである点で異なる化合物Ia24、特に化合物Ia24.001～Ia24.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がイソプロピ
ルである点で異なる化合物Ia25、特に化合物Ia25.001～Ia25.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－ブチルである点で異なる化合
物Ia26、特に化合物Ia26.001～Ia26.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｎ－ブチルであ
る点で異なる化合物Ia27、特に化合物Ia27.001～Ia27.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がｎ－ブチ
ルである点で異なる化合物Ia28、特に化合物Ia28.001～Ia28.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がｎ－ブチルである点で異
なる化合物Ia29、特に化合物Ia29.001～Ia29.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｎ－ブチル
である点で異なる化合物Ia30、特に化合物Ia30.001～Ia30.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる
化合物Ia31、特に化合物Ia31.001～Ia31.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｓｅｃ－ブチル
である点で異なる化合物Ia32、特に化合物Ia32.001～Ia32.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がｓｅｃ－
ブチルである点で異なる化合物Ia33、特に化合物Ia33.001～Ia33.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｓｅｃ－ブ
チルである点で異なる化合物Ia34、特に化合物Ia34.001～Ia34.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｓｅｃ－ブ
チルである点で異なる化合物Ia35、特に化合物Ia35.001～Ia35.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソブチルである点で異なる化合
物Ia36、特に化合物Ia36.001～Ia36.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がイソブチルであ
る点で異なる化合物Ia37、特に化合物Ia37.001～Ia37.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がイソブチ
ルである点で異なる化合物Ia38、特に化合物Ia38.001～Ia38.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がイソブチル
である点で異なる化合物Ia39、特に化合物Ia39.001～Ia39.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がイソブチルである点で異
なる化合物Ia40、特に化合物Ia40.001～Ia40.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がメチルカルボニルである点で異な
る化合物Ia41、特に化合物Ia41.001～Ia41.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がメチルカルボニ
ルである点で異なる化合物Ia42、特に化合物Ia42.001～Ia42.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がメチルカルボ
ニルである点で異なる化合物Ia43、特に化合物Ia43.001～Ia43.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がメチルカル
ボニルである点で異なる化合物Ia44、特に化合物Ia44.001～Ia44.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がメチルカル
ボニルである点で異なる化合物Ia45、特に化合物Ia45.001～Ia45.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチルカルボニルである点で異な
る化合物Ia46、特に化合物Ia46.001～Ia46.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がエチルカルボニ
ルである点で異なる化合物Ia47、特に化合物Ia47.001～Ia47.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がエチルカルボ
ニルである点で異なる化合物Ia48、特に化合物Ia48.001～Ia48.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がエチルカル
ボニルである点で異なる化合物Ia49、特に化合物Ia49.001～Ia49.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がエチルカル
ボニルである点で異なる化合物Ia50、特に化合物Ia50.001～Ia50.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニルである点
で異なる化合物Ia51、特に化合物Ia51.001～Ia51.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｎ－プロピルカ
ルボニルである点で異なる化合物Ia52、特に化合物Ia52.001～Ia52.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がｎ－プロピル
カルボニルである点で異なる化合物Ia53、特に化合物Ia53.001～Ia53.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルカルボニルである点で異なる化合物Ia54、特に化合物Ia54.001～Ia54.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルカルボニルである点で異なる化合物Ia55、特に化合物Ia55.001～Ia55.180が極めて好ま
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しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニルで
ある点で異なる化合物Ia56、特に化合物Ia56.001～Ia56.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がトリフルオロメ
チルカルボニルである点で異なる化合物Ia57、特に化合物Ia57.001～Ia57.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がトリフル
オロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia58、特に化合物Ia58.001～Ia58.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がトリフルオ
ロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia59、特に化合物Ia59.001～Ia59.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がトリブルオ
ロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia60、特に化合物Ia60.001～Ia60.180が極め
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て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がメチルスルホニルである点で異な
る化合物Ia61、特に化合物Ia61.001～Ia61.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がメチルスルホニ
ルである点で異なる化合物Ia62、特に化合物Ia62.001～Ia62.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がメチルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia63、特に化合物Ia63.001～Ia63.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がメチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia64、特に化合物Ia64.001～Ia64.180が極めて好ましい：



(33) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がメチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia65、特に化合物Ia65.001～Ia65.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチルスルホニルである点で異な
る化合物Ia66、特に化合物Ia66.001～Ia66.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がエチルスルホニ
ルである点で異なる化合物Ia67、特に化合物Ia67.001～Ia67.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がエチルスルホ
ニルである点で異なる化合物Ia68、特に化合物Ia68.001～Ia68.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がエチルスル
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ホニルである点で異なる化合物Ia69、特に化合物Ia69.001～Ia69.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がエチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia70、特に化合物Ia70.001～Ia70.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニルである点
で異なる化合物Ia71、特に化合物Ia71.001～Ia71.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｎ－プロピルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia72、特に化合物Ia72.001～Ia72.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がｎ－プロ
ピルスルホニルである点で異なる化合物Ia73、特に化合物Ia73.001～Ia73.180が極めて好
ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia74、特に化合物Ia74.001～Ia74.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｎ－プロピ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia75、特に化合物Ia75.001～Ia75.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソプロピルスルホニルである点
で異なる化合物Ia76、特に化合物Ia76.001～Ia76.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がイソプロピルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia77、特に化合物Ia77.001～Ia77.180が極めて好ましい
：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がプロピル及びＲ15がイソプロピル
スルホニルである点で異なる化合物Ia78、特に化合物Ia78.001～Ia78.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がイソプロピ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia79、特に化合物Ia79.001～Ia79.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がイソプロピ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia80、特に化合物Ia80.001～Ia80.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニルである点で
異なる化合物Ia81、特に化合物Ia81.001～Ia81.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｎ－ブチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia82、特に化合物Ia82.001～Ia82.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がｎ－ブチ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia83、特に化合物Ia83.001～Ia83.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｎ－ブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia84、特に化合物Ia84.001～Ia84.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｎ－ブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia85、特に化合物Ia85.001～Ia85.180が極めて好まし
い：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソブチルスルホニルである点で
異なる化合物Ia86、特に化合物Ia86.001～Ia86.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がイソブチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia87、特に化合物Ia87.001～Ia87.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がイソブチ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia88、特に化合物Ia88.001～Ia88.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がイソブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia89、特に化合物Ia89.001～Ia89.180が極めて好まし
い：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がイソブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia90、特に化合物Ia90.001～Ia90.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである
点で異なる化合物Ia91、特に化合物Ia91.001～Ia91.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がｓｅｃ－ブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia92、特に化合物Ia92.001～Ia92.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がｓｅｃ－
ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia93、特に化合物Ia93.001～Ia93.180が極めて
好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がｓｅｃ－ブ
チルスルホニルである点で異なる化合物Ia94、特に化合物Ia94.001～Ia94.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がｓｅｃ－ブ
チルスルホニルである点で異なる化合物Ia95、特に化合物Ia95.001～Ia95.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニルで
ある点で異なる化合物Ia96、特に化合物Ia96.001～Ia96.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がトリフルオロメ
チルスルホニルである点で異なる化合物Ia97、特に化合物Ia97.001～Ia97.180が極めて好
ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がトリフル
オロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia98、特に化合物Ia98.001～Ia98.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がトリフルオ
ロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia99、特に化合物Ia99.001～Ia99.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がトリフルオ
ロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia100、特に化合物Ia100.001～Ia100.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がフェニルカルボニルメチルである
点で異なる化合物Ia101、特に化合物Ia101.001～Ia101.180が極めて好ましい：



(42) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がフェニルカルボ
ニルメチルである点で異なる化合物Ia102、特に化合物Ia102.001～Ia102.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がフェニル
カルボニルメチルである点で異なる化合物Ia103、特に化合物Ia103.001～Ia103.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がフェニルカ
ルボニルメチルである点で異なる化合物Ia104、特に化合物Ia104.001～Ia104.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がフェニルカ
ルボニルメチルである点で異なる化合物Ia105、特に化合物Ia105.001～Ia105.180が極め
て好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がフェニルスルホニルである点で異
なる化合物Ia106、特に化合物Ia106.001～Ia106.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15がフェニルスルホ
ニルである点で異なる化合物Ia107、特に化合物Ia107.001～Ia107.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15がフェニル
スルホニルである点で異なる化合物Ia108、特に化合物Ia108.001～Ia108.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15がフェニルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia109、特に化合物Ia109.001～Ia109.180が極めて好ま
しい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15がフェニルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia110、特に化合物Ia110.001～Ia110.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニルで
ある点で異なる化合物Ia111、特に化合物Ia111.001～Ia111.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ15が４－メチルフェ
ニルスルホニルである点で異なる化合物Ia112、特に化合物Ia112.001～Ia112.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ15が４－メチ
ルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia113、特に化合物Ia113.001～Ia113.180
が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ15が４－メチル
フェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia114、特に化合物Ia114.001～Ia114.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ15が４－メチル
フェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia115、特に化合物Ia115.001～Ia115.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロである点で異なる化合物Ia1
16、特に化合物Ia116.001～Ia116.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ14がエチルである点
で異なる化合物Ia117、特に化合物Ia117.001～Ia117.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ14がプロピルである
点で異なる化合物Ia118、特に化合物Ia118.001～Ia118.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ14がｎ－ブチルであ
る点で異なる化合物Ia119、特に化合物Ia119.001～Ia119.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ14がイソブチルであ
る点で異なる化合物Ia120、特に化合物Ia120.001～Ia120.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がメチルである点
で異なる化合物Ia121、特に化合物Ia121.001～Ia121.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
メチルである点で異なる化合物Ia122、特に化合物Ia122.001～Ia122.180が極めて好まし
い：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がメチルである点で異なる化合物Ia123、特に化合物Ia123.001～Ia123.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がメチルである点で異なる化合物Ia124、特に化合物Ia124.001～Ia124.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がメチルである点で異なる化合物Ia125、特に化合物Ia125.001～Ia125.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がエチルである点
で異なる化合物Ia126、特に化合物Ia126.001～Ia126.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、そしてＲ14及びＲ15がそ
れぞれエチルである点で異なる化合物Ia127、特に化合物Ia127.001～Ia127.180が極めて
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好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がエチルである点で異なる化合物Ia128、特に化合物Ia128.001～Ia128.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がエチルである点で異なる化合物Ia129、特に化合物Ia129.001～Ia129.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がエチルである点で異なる化合物Ia130、特に化合物Ia130.001～Ia130.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｎ－プロピルで
ある点で異なる化合物Ia131、特に化合物Ia131.001～Ia131.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、そしてＲ14がエチル及び
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Ｒ15がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia132、特に化合物Ia132.001～Ia132.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がそれぞれ
ｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia133、特に化合物Ia133.001～Ia133.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia134、特に化合物Ia134.001～Ia134.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia135、特に化合物Ia135.001～Ia135.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がイソプロピルで
ある点で異なる化合物Ia136、特に化合物Ia136.001～Ia136.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
イソプロピルである点で異なる化合物Ia137、特に化合物Ia137.001～Ia137.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がイソプロピルである点で異なる化合物Ia138、特に化合物Ia138.001～Ia138.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がイソプロピルである点で異なる化合物Ia139、特に化合物Ia139.001～Ia139.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がイソプロピルである点で異なる化合物Ia140、特に化合物Ia140.001～Ia140.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｎ－ブチルであ
る点で異なる化合物Ia141、特に化合物Ia141.001～Ia141.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
ｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia142、特に化合物Ia142.001～Ia142.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia143、特に化合物Ia143.001～Ia143.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がそれぞれ
ｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia144、特に化合物Ia144.001～Ia144.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia145、特に化合物Ia145.001～Ia145.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｓｅｃ－ブチル
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である点で異なる化合物Ia146、特に化合物Ia146.001～Ia146.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、そしてＲ14がエチル及び
Ｒ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia147、特に化合物Ia147.001～Ia147.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia148、特に化合物Ia148.001～Ia148.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia149、特に化合物Ia149.001～Ia149.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia150、特に化合物Ia150.001～Ia150.180が極
めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がイソブチルであ
る点で異なる化合物Ia151、特に化合物Ia151.001～Ia151.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
イソブチルである点で異なる化合物Ia152、特に化合物Ia152.001～Ia152.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がイソブチルである点で異なる化合物Ia153、特に化合物Ia153.001～Ia153.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がイソブチルである点で異なる化合物Ia154、特に化合物Ia154.001～Ia154.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がイソブチ
ルである点で異なる化合物Ia155、特に化合物Ia155.001～Ia155.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がメチルカルボニ
ルである点で異なる化合物Ia156、特に化合物Ia156.001～Ia156.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、そしてＲ14がエチル及び
Ｒ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia157、特に化合物Ia157.001～Ia157.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia158、特に化合物Ia158.001～Ia158.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia159、特に化合物Ia159.001～Ia159.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia160、特に化合物Ia160.001～Ia160.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がエチルカルボニ
ルである点で異なる化合物Ia161、特に化合物Ia161.001～Ia161.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
エチルカルボニルである点で異なる化合物Ia162、特に化合物Ia162.001～Ia162.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia163、特に化合物Ia163.001～Ia163.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia164、特に化合物Ia164.001～Ia164.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1
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極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｎ－プロピルカ
ルボニルである点で異なる化合物Ia166、特に化合物Ia166.001～Ia166.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
ｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia167、特に化合物Ia167.001～Ia167.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia168、特に化合物Ia168.001～Ia
168.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia169、特に化合物Ia169.001～Ia169
.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia170、特に化合物Ia170.001～Ia170
.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がトリフルオロメ
チルカルボニルである点で異なる化合物Ia171、特に化合物Ia171.001～Ia171.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
トリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia172、特に化合物Ia172.001～Ia
172.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia173、特に化合物Ia173.0
01～Ia173.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia174、特に化合物Ia174.001
～Ia174.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia175、特に化合物Ia175.001
～Ia175.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がメチルスルホニ
ルである点で異なる化合物Ia176、特に化合物Ia176.001～Ia176.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
メチルスルホニルである点で異なる化合物Ia177、特に化合物Ia177.001～Ia177.180が極
めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia178、特に化合物Ia178.001～Ia178.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia179、特に化合物Ia179.001～Ia179.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia180、特に化合物Ia180.001～Ia180.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がエチルスルホニ
ルである点で異なる化合物Ia181、特に化合物Ia181.001～Ia181.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
エチルスルホニルである点で異なる化合物Ia182、特に化合物Ia182.001～Ia182.180が極
めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia183、特に化合物Ia183.001～Ia183.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia184、特に化合物Ia184.001～Ia184.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia185、特に化合物Ia185.001～Ia185.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｎ－プロピルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia186、特に化合物Ia186.001～Ia186.180が極めて好ま
しい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
ｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia187、特に化合物Ia187.001～Ia187.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia188、特に化合物Ia188.001～Ia
188.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia189、特に化合物Ia189.001～Ia189
.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia190、特に化合物Ia190.001～Ia190
.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がイソプロピルス
ルホニルである点で異なる化合物Ia191、特に化合物Ia191.001～Ia191.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
イソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia192、特に化合物Ia192.001～Ia192.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia193、特に化合物Ia193.001～Ia
193.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia194、特に化合物Ia194.001～Ia194
.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia195、特に化合物Ia195.001～Ia195
.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｎ－ブチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia196、特に化合物Ia196.001～Ia196.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
ｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia197、特に化合物Ia197.001～Ia197.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia198、特に化合物Ia198.001～Ia19
8.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia199、特に化合物Ia199.001～Ia199.1
80が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia200、特に化合物Ia200.001～Ia200.1
80が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がイソブチルスル
ホニルである点で異なる化合物Ia201、特に化合物Ia201.001～Ia201.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
イソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia202、特に化合物Ia202.001～Ia202.180
が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia203、特に化合物Ia203.001～Ia20
3.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia204、特に化合物Ia204.001～Ia204.1
80が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia205、特に化合物Ia205.001～Ia205.1
80が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がｓｅｃ－ブチル
スルホニルである点で異なる化合物Ia206、特に化合物Ia206.001～Ia206.180が極めて好
ましい：



(66) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
ｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia207、特に化合物Ia207.001～Ia207.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia208、特に化合物Ia208.001～
Ia208.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia209、特に化合物Ia209.001～Ia2
09.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia210、特に化合物Ia210.001～Ia2
10.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がトリフルオロメ
チルスルホニルである点で異なる化合物Ia211、特に化合物Ia211.001～Ia211.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
トリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia212、特に化合物Ia212.001～Ia
212.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia213、特に化合物Ia213.0
01～Ia213.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia214、特に化合物Ia214.001
～Ia214.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia215、特に化合物Ia215.001
～Ia215.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がフェニルカルボ
ニルメチルである点で異なる化合物Ia216、特に化合物Ia216.001～Ia216.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
フェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia217、特に化合物Ia217.001～Ia217.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia218、特に化合物Ia218.001～
Ia218.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia219、特に化合物Ia219.001～Ia2
19.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia220、特に化合物Ia220.001～Ia2
20.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15がフェニルスルホ
ニルである点で異なる化合物Ia221、特に化合物Ia221.001～Ia221.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
フェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia222、特に化合物Ia222.001～Ia222.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia223、特に化合物Ia223.001～Ia223.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia224、特に化合物Ia224.001～Ia224.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia225、特に化合物Ia225.001～Ia225.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ15が４－メチルフェ
ニルスルホニルである点で異なる化合物Ia226、特に化合物Ia226.001～Ia226.180が極め
て好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル及びＲ15が
４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia227、特に化合物Ia227.001～Ia
227.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia228、特に化合物Ia228.0
01～Ia228.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

5が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia229、特に化合物Ia229.001
～Ia229.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

5が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia230、特に化合物Ia230.001
～Ia230.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニルである点で異な
る化合物Ia231、特に化合物Ia231.001～Ia231.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ14がエチ
ルである点で異なる化合物Ia232、特に化合物Ia232.001～Ia232.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ14がｎ－
プロピルである点で異なる化合物Ia233、特に化合物Ia233.001～Ia233.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ14がｎ－
ブチルである点で異なる化合物Ia234、特に化合物Ia234.001～Ia234.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ14がイソ
ブチルである点で異なる化合物Ia235、特に化合物Ia235.001～Ia235.180が極めて好まし
い：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がメチ
ルである点で異なる化合物Ia236、特に化合物Ia236.001～Ia236.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がメチルである点で異なる化合物Ia237、特に化合物Ia237.001～Ia237.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がメチルである点で異なる化合物Ia238、特に化合物Ia238.001～Ia238.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がメチルである点で異なる化合物Ia239、特に化合物Ia239.001～Ia239.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がメチルである点で異なる化合物Ia240、特に化合物Ia240.001～Ia240.180
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が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がエチ
ルである点で異なる化合物Ia241、特に化合物Ia241.001～Ia241.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15

がそれぞれエチルである点で異なる化合物Ia242、特に化合物Ia242.001～Ia242.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がエチルである点で異なる化合物Ia243、特に化合物Ia243.001～Ia243.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がエチルである点で異なる化合物Ia244、特に化合物Ia244.001～Ia244.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がエチルである点で異なる化合物Ia245、特に化合物Ia245.001～Ia245.180
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が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｎ－
プロピルである点で異なる化合物Ia246、特に化合物Ia246.001～Ia246.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia247、特に化合物Ia247.001～Ia247.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15

がそれぞれｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia248、特に化合物Ia248.001～Ia248.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia249、特に化合物Ia249.001～Ia24
9.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia250、特に化合物Ia250.001～Ia25
0.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がイソ
プロピルである点で異なる化合物Ia251、特に化合物Ia251.001～Ia251.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がイソプロピルである点で異なる化合物Ia252、特に化合物Ia252.001～Ia252.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がイソプロピルである点で異なる化合物Ia253、特に化合物Ia253.001～Ia
253.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がイソプロピルである点で異なる化合物Ia254、特に化合物Ia254.001～Ia25
4.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がイソプロピルである点で異なる化合物Ia255、特に化合物Ia255.001～Ia25
5.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｎ－
ブチルである点で異なる化合物Ia256、特に化合物Ia256.001～Ia256.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia257、特に化合物Ia257.001～Ia257.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia258、特に化合物Ia258.001～Ia25
8.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15
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がそれぞれｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia259、特に化合物Ia259.001～Ia259.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia260、特に化合物Ia260.001～Ia260.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｓｅ
ｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia261、特に化合物Ia261.001～Ia261.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia262、特に化合物Ia262.001～Ia262.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia263、特に化合物Ia263.001～
Ia263.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia264、特に化合物Ia264.001～Ia
264.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルである点で異なる化合物Ia265、特に化合物Ia265.001～Ia
265.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がイソ
ブチルである点で異なる化合物Ia266、特に化合物Ia266.001～Ia266.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がイソブチルである点で異なる化合物Ia267、特に化合物Ia267.001～Ia267.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がイソブチルである点で異なる化合物Ia268、特に化合物Ia268.001～Ia26
8.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がイソブチルである点で異なる化合物Ia269、特に化合物Ia269.001～Ia269.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15

がそれぞれイソブチルである点で異なる化合物Ia270、特に化合物Ia270.001～Ia270.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がメチ
ルカルボニルである点で異なる化合物Ia271、特に化合物Ia271.001～Ia271.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia272、特に化合物Ia272.001～Ia27
2.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia273、特に化合物Ia273.001
～Ia273.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia274、特に化合物Ia274.001～
Ia274.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia275、特に化合物Ia275.001～
Ia275.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がエチ
ルカルボニルである点で異なる化合物Ia276、特に化合物Ia276.001～Ia276.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia277、特に化合物Ia277.001～Ia27
7.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia278、特に化合物Ia278.001
～Ia278.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia279、特に化合物Ia279.001～
Ia279.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がエチルカルボニルである点で異なる化合物Ia280、特に化合物Ia280.001～
Ia280.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｎ－
プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia281、特に化合物Ia281.001～Ia281.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia282、特に化合物Ia282.001
～Ia282.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia283、特に化合物Ia2
83.001～Ia283.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia284、特に化合物Ia284
.001～Ia284.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルカルボニルである点で異なる化合物Ia285、特に化合物Ia285
.001～Ia285.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がトリ
フルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia286、特に化合物Ia286.001～Ia286.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia287、特に化合物Ia2
87.001～Ia287.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia288、特に化
合物Ia288.001～Ia288.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がトリフルオロメチルカルボニルである点で異なる化合物Ia289、特に化合
物Ia289.001～Ia289.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
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物Ia290.001～Ia290.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ルである点で異なる化合物Ia291、特に化合物Ia291.001～Ia291.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル及びＲ14がエチルである点で異なる化合物Ia292、特に化合物Ia292.001～Ia292.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル及びＲ14がｎ－プロピルである点で異なる化合物Ia293、特に化合物Ia293.001～Ia293.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル及びＲ14がｎ－ブチルである点で異なる化合物Ia294、特に化合物Ia294.001～Ia294.18
0が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル及びＲ14がイソブチルである点で異なる化合物Ia295、特に化合物Ia295.001～Ia295.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がエチ
ルスルホニルである点で異なる化合物Ia296、特に化合物Ia296.001～Ia296.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia297、特に化合物Ia297.001～Ia29
7.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia298、特に化合物Ia298.001
～Ia298.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia299、特に化合物Ia299.001～
Ia299.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がエチルスルホニルである点で異なる化合物Ia300、特に化合物Ia300.001～
Ia300.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｎ－
プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia301、特に化合物Ia301.001～Ia301.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia302、特に化合物Ia302.001
～Ia302.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia303、特に化合物Ia3
03.001～Ia303.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia304、特に化合物Ia304
.001～Ia304.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｎ－プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia305、特に化合物Ia305
.001～Ia305.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がイソ
プロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia306、特に化合物Ia306.001～Ia306.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia307、特に化合物Ia307.001
～Ia307.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia308、特に化合物Ia3
08.001～Ia308.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia309、特に化合物Ia309
.001～Ia309.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がイソプロピルスルホニルである点で異なる化合物Ia310、特に化合物Ia310
.001～Ia310.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｎ－
ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia311、特に化合物Ia311.001～Ia311.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia312、特に化合物Ia312.001～
Ia312.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia313、特に化合物Ia313
.001～Ia313.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia314、特に化合物Ia314.0
01～Ia314.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｎ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia315、特に化合物Ia315.0
01～Ia315.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がイソ
ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia316、特に化合物Ia316.001～Ia316.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia317、特に化合物Ia317.001～
Ia317.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia318、特に化合物Ia318
.001～Ia318.180が極めて好ましい：



(92) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia319、特に化合物Ia319.0
01～Ia319.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がイソブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia320、特に化合物Ia320.0
01～Ia320.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がｓｅ
ｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia321、特に化合物Ia321.001～Ia321.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia322、特に化合物Ia322.0
01～Ia322.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia323、特に化合物I
a323.001～Ia323.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia324、特に化合物Ia3
24.001～Ia324.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がｓｅｃ－ブチルスルホニルである点で異なる化合物Ia325、特に化合物Ia3
25.001～Ia325.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がトリ
フルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia326、特に化合物Ia326.001～Ia326.
180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia327、特に化合物Ia3
27.001～Ia327.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia328、特に化
合物Ia328.001～Ia328.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia329、特に化合
物Ia329.001～Ia329.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がトリフルオロメチルスルホニルである点で異なる化合物Ia330、特に化合
物Ia330.001～Ia330.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がフェ
ニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia331、特に化合物Ia331.001～Ia331.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia332、特に化合物Ia332.0
01～Ia332.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia333、特に化合物I
a333.001～Ia333.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia334、特に化合物Ia3
34.001～Ia334.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がフェニルカルボニルメチルである点で異なる化合物Ia335、特に化合物Ia3
35.001～Ia335.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15がフェ
ニルスルホニルである点で異なる化合物Ia336、特に化合物Ia336.001～Ia336.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia337、特に化合物Ia337.001～Ia
337.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia338、特に化合物Ia338.0
01～Ia338.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia339、特に化合物Ia339.001
～Ia339.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15がフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia340、特に化合物Ia340.001
～Ia340.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ15が４－
メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia341、特に化合物Ia341.001～Ia341.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia342、特に化合物Ia3
42.001～Ia342.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia343、特に化
合物Ia343.001～Ia343.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia344、特に化合
物Ia344.001～Ia344.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15が４－メチルフェニルスルホニルである点で異なる化合物Ia345、特に化合
物Ia345.001～Ia345.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia
346、特に化合物Ia346.001～Ia346.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル及びＲ16がメチルである点
で異なる化合物Ia347、特に化合物Ia347.001～Ia347.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル及びＲ16がメチルで
ある点で異なる化合物Ia348、特に化合物Ia348.001～Ia348.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ16がメチルであ
る点で異なる化合物Ia349、特に化合物Ia349.001～Ia349.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル及びＲ16がメチルであ
る点で異なる化合物Ia350、特に化合物Ia350.001～Ia350.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15及びＲ16がそれぞれメチルである点
で異なる化合物Ia351、特に化合物Ia351.001～Ia351.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15及びＲ16がそれぞれ
メチルである点で異なる化合物Ia352、特に化合物Ia352.001～Ia352.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15及びＲ16がそ
れぞれメチルである点で異なる化合物Ia353、特に化合物Ia353.001～Ia353.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15及びＲ16がそれ
ぞれメチルである点で異なる化合物Ia354、特に化合物Ia354.001～Ia354.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15及びＲ16がそれ
ぞれメチルである点で異なる化合物Ia355、特に化合物Ia355.001～Ia355.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチル及びＲ16がメチルである点



(101) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

で異なる化合物Ia356、特に化合物Ia356.001～Ia356.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がそれぞれエチル、及びＲ
16がメチルである点で異なる化合物Ia357、特に化合物Ia357.001～Ia357.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がエチル、及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia358、特に化合物Ia358.001～Ia358.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がエチル、及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia359、特に化合物Ia359.001～Ia359.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がエチル、及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia360、特に化合物Ia360.001～Ia360.180が極めて
好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピル及びＲ16がメチルで
ある点で異なる化合物Ia361、特に化合物Ia361.001～Ia361.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ－プロピル及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia362、特に化合物Ia362.001～Ia362.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がそれぞれｎ－プロピル、
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia363、特に化合物Ia363.001～Ia363.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia364、特に化合物Ia364.001～Ia364.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia365、特に化合物Ia365.001～Ia365.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソプロピル及びＲ16がメチルで
ある点で異なる化合物Ia366、特に化合物Ia366.001～Ia366.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイソプロピル及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia367、特に化合物Ia367.001～Ia367.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がイソプロピ
ル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia368、特に化合物Ia368.001～Ia368.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がイソプロピル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia369、特に化合物Ia369.001～Ia369.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がイソプロピル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia370、特に化合物Ia370.001～Ia370.180が極
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めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－ブチル及びＲ16がメチルであ
る点で異なる化合物Ia371、特に化合物Ia371.001～Ia371.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ－ブチル及びＲ
16がメチルである点で異なる化合物Ia372、特に化合物Ia372.001～Ia372.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｎ－ブチル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia373、特に化合物Ia373.001～Ia373.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がそれぞれｎ－ブチル、及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia374、特に化合物Ia374.001～Ia374.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｎ－ブチル及
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びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia375、特に化合物Ia375.001～Ia375.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル及びＲ16がメチル
である点で異なる化合物Ia376、特に化合物Ia376.001～Ia376.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia377、特に化合物Ia377.001～Ia377.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｓｅｃ－ブ
チル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia378、特に化合物Ia378.001～Ia378.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチ
ル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia379、特に化合物Ia379.001～Ia379.180
が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチ
ル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia380、特に化合物Ia380.001～Ia380.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソブチル及びＲ16がメチルであ
る点で異なる化合物Ia381、特に化合物Ia381.001～Ia381.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイソブチル及びＲ
16がメチルである点で異なる化合物Ia382、特に化合物Ia382.001～Ia382.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がイソブチル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia383、特に化合物Ia383.001～Ia383.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がイソブチル、
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia384、特に化合物Ia384.001～Ia384.180が極
めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14及びＲ15がそれぞれイソブチル及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia385、特に化合物Ia385.001～Ia385.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がメチルカルボニル及びＲ16がメチ
ルである点で異なる化合物Ia386、特に化合物Ia386.001～Ia386.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がメチルカルボニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia387、特に化合物Ia387.001～Ia387.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がメチルカル
ボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia388、特に化合物Ia388.001～Ia388.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がメチルカルボ
ニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia389、特に化合物Ia389.001～Ia389.18
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0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がメチルカルボ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia390、特に化合物Ia390.001～Ia390.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチルカルボニル及びＲ16がメチ
ルである点で異なる化合物Ia391、特に化合物Ia391.001～Ia391.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がエチルカルボニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia392、特に化合物Ia392.001～Ia392.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がエチルカル
ボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia393、特に化合物Ia393.001～Ia393.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がエチルカルボ
ニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia394、特に化合物Ia394.001～Ia394.18
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がエチルカルボ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia395、特に化合物Ia395.001～Ia395.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がフェニルスルホニル及びＲ16がメ
チルである点で異なる化合物Ia396、特に化合物Ia396.001～Ia396.180が極めて好ましい
：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がフェニルスルホニ
ル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia397、特に化合物Ia397.001～Ia397.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がフェニルス
ルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia398、特に化合物Ia398.001～Ia398.
180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がフェニルスル
ホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia399、特に化合物Ia399.001～Ia399.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がフェニルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia400、特に化合物Ia400.001～Ia400.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニル及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia401、特に化合物Ia401.001～Ia401.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15が４－メチルフェニ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia402、特に化合物Ia402.001～Ia
402.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15が４－メチル
フェニルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia403、特に化合物Ia403.0
01～Ia403.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15が４－メチルフ
ェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia404、特に化合物Ia404.0
01～Ia404.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15が４－メチルフ
ェニルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia405、特に化合物Ia405.001
～Ia405.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニル及びＲ16

がメチルである点で異なる化合物Ia406、特に化合物Ia406.001～Ia406.180が極めて好ま
しい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ－プロピルカル
ボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia407、特に化合物Ia407.001～Ia407.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｎ－プロピ
ルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia408、特に化合物Ia408.001～Ia
408.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
カルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia409、特に化合物Ia409.001～Ia
409.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
カルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia410、特に化合物Ia410.001～Ia41
0.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニル及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia411、特に化合物Ia411.001～Ia411.180が極め
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て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がトリフルオロメチ
ルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia412、特に化合物Ia412.001～Ia
412.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がトリフルオ
ロメチルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia413、特に化合物Ia413.0
01～Ia413.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がトリフルオロ
メチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia414、特に化合物Ia414.0
01～Ia414.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がトリフルオロ
メチルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia415、特に化合物Ia415.001
～Ia415.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がメチルスルホニル及びＲ16がメチ



(114) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

ルである点で異なる化合物Ia416、特に化合物Ia416.001～Ia416.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がメチルスルホニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia417、特に化合物Ia417.001～Ia417.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がメチルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia418、特に化合物Ia418.001～Ia418.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がメチルスルホ
ニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia419、特に化合物Ia419.001～Ia419.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がメチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia420、特に化合物Ia420.001～Ia420.180
が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がエチルスルホニル及びＲ16がメチ
ルである点で異なる化合物Ia421、特に化合物Ia421.001～Ia421.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がエチルスルホニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia422、特に化合物Ia422.001～Ia422.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がエチルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia423、特に化合物Ia423.001～Ia423.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がエチルスルホ
ニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia424、特に化合物Ia424.001～Ia424.18
0が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がエチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia425、特に化合物Ia425.001～Ia425.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニル及びＲ16

がメチルである点で異なる化合物Ia426、特に化合物Ia426.001～Ia426.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ－プロピルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia427、特に化合物Ia427.001～Ia427.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｎ－プロピ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia428、特に化合物Ia428.001～Ia
428.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
スルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia429、特に化合物Ia429.001～Ia
429.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｎ－プロピル
スルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia430、特に化合物Ia430.001～Ia43
0.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソプロピルスルホニル及びＲ16

がメチルである点で異なる化合物Ia431、特に化合物Ia431.001～Ia431.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイソプロピルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia432、特に化合物Ia432.001～Ia432.18
0が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がイソプロピ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia433、特に化合物Ia433.001～Ia
433.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がイソプロピル
スルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia434、特に化合物Ia434.001～Ia
434.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がイソプロピル
スルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia435、特に化合物Ia435.001～Ia43
5.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニル及びＲ16が
メチルである点で異なる化合物Ia436、特に化合物Ia436.001～Ia436.180が極めて好まし
い：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ－ブチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia437、特に化合物Ia437.001～Ia437.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｎ－ブチル
スルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia438、特に化合物Ia438.001～Ia43
8.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｎ－ブチルス
ルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia439、特に化合物Ia439.001～Ia43
9.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｎ－ブチルス
ルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia440、特に化合物Ia440.001～Ia440.
180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がイソブチルスルホニル及びＲ16が
メチルである点で異なる化合物Ia441、特に化合物Ia441.001～Ia441.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイソブチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia442、特に化合物Ia442.001～Ia442.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がイソブチル
スルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia443、特に化合物Ia443.001～Ia44
3.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がイソブチルス
ルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia444、特に化合物Ia444.001～Ia44
4.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がイソブチルス
ルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia445、特に化合物Ia445.001～Ia445.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニル及びＲ
16がメチルである点で異なる化合物Ia446、特に化合物Ia446.001～Ia446.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルス
ルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia447、特に化合物Ia447.001～Ia447.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がｓｅｃ－ブ
チルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia448、特に化合物Ia448.001～
Ia448.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチ
ルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia449、特に化合物Ia449.001～
Ia449.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia450、特に化合物Ia450.001～Ia
450.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニル及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia451、特に化合物Ia451.001～Ia451.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がトリフルオロメチ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia452、特に化合物Ia452.001～Ia
452.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がトリフルオ
ロメチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia453、特に化合物Ia453.0
01～Ia453.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がトリフルオロ
メチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia454、特に化合物Ia454.0
01～Ia454.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がトリフルオロ
メチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia455、特に化合物Ia455.001
～Ia455.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル及びＲ
16がメチルである点で異なる化合物Ia456、特に化合物Ia456.001～Ia456.180が極めて好
ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がエチル、Ｒ15がフェニルカルボニ
ルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia457、特に化合物Ia457.001～Ia457.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ15がフェニルカ
ルボニルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia458、特に化合物Ia458.001～
Ia458.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15がフェニルカル
ボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia459、特に化合物Ia459.001～
Ia459.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15がフェニルカル
ボニルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia460、特に化合物Ia460.001～Ia
460.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ及びＲ16がメチルである点
で異なる化合物Ia461、特に化合物Ia461.001～Ia461.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、及びＲ16

がメチルである点で異なる化合物Ia462、特に化合物Ia462.001～Ia462.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル及び
Ｒ16がメチルである点で異なる化合物Ia463、特に化合物Ia463.001～Ia463.180が極めて
好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル及びＲ1

6がメチルである点で異なる化合物Ia464、特に化合物Ia464.001～Ia464.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル及びＲ1

6がメチルである点で異なる化合物Ia465、特に化合物Ia465.001～Ia465.180が極めて好ま
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しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、及びＲ15及びＲ16がそれ
ぞれメチルである点で異なる化合物Ia466、特に化合物Ia466.001～Ia466.180が極めて好
ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、及びＲ15

及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia467、特に化合物Ia467.001～Ia467.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、及
びＲ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia468、特に化合物Ia468.001～
Ia468.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、及び
Ｒ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia469、特に化合物Ia469.001～Ia
469.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、及び
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Ｒ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia470、特に化合物Ia470.001～Ia
470.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がエチル及びＲ16が
メチルである点で異なる化合物Ia471、特に化合物Ia471.001～Ia471.180が極めて好まし
い：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がそれぞれ
エチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia472、特に化合物Ia472.001～Ia472.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia473、特に化合物Ia473.001～Ia4
73.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia474、特に化合物Ia474.001～Ia47
4.180が極めて好ましい：



(128) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia475、特に化合物Ia475.001～Ia47
5.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｎ－プロピル、及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia476、特に化合物Ia476.001～Ia476.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ
－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia477、特に化合物Ia477.001～Ia
477.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がそれぞれ
ｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia478、特に化合物Ia478.001～
Ia478.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia479、特に化合物Ia479.001
～Ia479.180が極めて好ましい：



(129) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia480、特に化合物Ia480.001
～Ia480.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がイソプロピル、及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia481、特に化合物Ia481.001～Ia481.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイ
ソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia482、特に化合物Ia482.001～Ia
482.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia483、特に化合物Ia483.00
1～Ia483.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia484、特に化合物Ia484.001
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～Ia484.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia485、特に化合物Ia485.001
～Ia485.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｎ－ブチル及びＲ1

6がメチルである点で異なる化合物Ia486、特に化合物Ia486.001～Ia486.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ
－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia487、特に化合物Ia487.001～Ia48
7.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia488、特に化合物Ia488.001
～Ia488.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がｎ－ブチ
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ル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia489、特に化合物Ia489.001～Ia489.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia490、特に化合物Ia490.001～
Ia490.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル及
びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia491、特に化合物Ia491.001～Ia491.180が極め
て好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｓ
ｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia492、特に化合物Ia492.001～
Ia492.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia493、特に化合物Ia493.
001～Ia493.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia494、特に化合物Ia494.0
01～Ia494.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia495、特に化合物Ia495.0
01～Ia495.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がイソブチル及びＲ1

6がメチルである点で異なる化合物Ia496、特に化合物Ia496.001～Ia496.180が極めて好ま
しい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイ
ソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia497、特に化合物Ia497.001～Ia49
7.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia498、特に化合物Ia498.001
～Ia498.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia499、特に化合物Ia499.001～
Ia499.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14及びＲ15がそれぞれ
イソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia500、特に化合物Ia500.001～Ia
500.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がメチルカルボニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia501、特に化合物Ia501.001～Ia501.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がメ
チルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia502、特に化合物Ia502.001
～Ia502.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia503、特に化合物Ia50
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3.001～Ia503.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia504、特に化合物Ia504
.001～Ia504.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia505、特に化合物Ia505
.001～Ia505.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がエチルカルボニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia506、特に化合物Ia506.001～Ia506.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がエ
チルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia507、特に化合物Ia507.001
～Ia507.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1
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5がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia508、特に化合物Ia50
8.001～Ia508.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia509、特に化合物Ia509
.001～Ia509.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia510、特に化合物Ia510
.001～Ia510.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｎ－プロピルカル
ボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia511、特に化合物Ia511.001～Ia511.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ
－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia512、特に化合物Ia5
12.001～Ia512.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia513、特に化合
物Ia513.001～Ia513.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia514、特に化合
物Ia514.001～Ia514.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia515、特に化合
物Ia515.001～Ia515.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がトリフルオロメチ
ルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia516、特に化合物Ia516.001～Ia
516.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がト
リフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia517、特に化
合物Ia517.001～Ia517.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia518、特
に化合物Ia518.001～Ia518.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia519、特
に化合物Ia519.001～Ia519.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia520、特
に化合物Ia520.001～Ia520.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がメチルスルホニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia521、特に化合物Ia521.001～Ia521.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がメ
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チルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia522、特に化合物Ia522.001
～Ia522.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia523、特に化合物Ia52
3.001～Ia523.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia524、特に化合物Ia524
.001～Ia524.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia525、特に化合物Ia525
.001～Ia525.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がエチルスルホニル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia526、特に化合物Ia526.001～Ia526.180が極
めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がエ
チルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia527、特に化合物Ia527.001
～Ia527.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia528、特に化合物Ia52
8.001～Ia528.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia529、特に化合物Ia529
.001～Ia529.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia530、特に化合物Ia530
.001～Ia530.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｎ－プロピルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia531、特に化合物Ia531.001～Ia531.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ
－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia532、特に化合物Ia5
32.001～Ia532.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia533、特に化合
物Ia533.001～Ia533.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia534、特に化合
物Ia534.001～Ia534.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia535、特に化合
物Ia535.001～Ia535.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がイソプロピルスル
ホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia536、特に化合物Ia536.001～Ia536.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイ
ソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia537、特に化合物Ia5
37.001～Ia537.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia538、特に化合
物Ia538.001～Ia538.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia539、特に化合
物Ia539.001～Ia539.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia540、特に化合
物Ia540.001～Ia540.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｎ－ブチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia541、特に化合物Ia541.001～Ia541.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｎ
－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia542、特に化合物Ia542
.001～Ia542.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia543、特に化合物
Ia543.001～Ia543.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia544、特に化合物I
a544.001～Ia544.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia545、特に化合物I
a545.001～Ia545.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がイソブチルスルホ
ニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia546、特に化合物Ia546.001～Ia546.180
が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がイ
ソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia547、特に化合物Ia547
.001～Ia547.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia548、特に化合物
Ia548.001～Ia548.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia549、特に化合物I
a549.001～Ia549.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia550、特に化合物I
a550.001～Ia550.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルス
ルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia551、特に化合物Ia551.001～Ia551.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がｓ
ｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia552、特に化合物I
a552.001～Ia552.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia553、特に化
合物Ia553.001～Ia553.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia554、特に化
合物Ia554.001～Ia554.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia555、特に化
合物Ia555.001～Ia555.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がトリフルオロメチ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia556、特に化合物Ia556.001～Ia
556.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がト
リフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia557、特に化
合物Ia557.001～Ia557.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia558、特
に化合物Ia558.001～Ia558.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia559、特
に化合物Ia559.001～Ia559.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia560、特
に化合物Ia560.001～Ia560.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がフェニルカルボニ
ルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia561、特に化合物Ia561.001～Ia561.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がフ
ェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia562、特に化合物I
a562.001～Ia562.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia563、特に化
合物Ia563.001～Ia563.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia564、特に化
合物Ia564.001～Ia564.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia565、特に化
合物Ia565.001～Ia565.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15がフェニルスルホニ
ル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia566、特に化合物Ia566.001～Ia566.180が
極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15がフ
ェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia567、特に化合物Ia567.0
01～Ia567.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia568、特に化合物Ia
568.001～Ia568.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia569、特に化合物Ia5
69.001～Ia569.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia570、特に化合物Ia5
70.001～Ia570.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ15が４－メチルフェニ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia571、特に化合物Ia571.001～Ia
571.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がエチル、Ｒ15が４
－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia572、特に化
合物Ia572.001～Ia572.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－プロピル、Ｒ1

5が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia573、特
に化合物Ia573.001～Ia573.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がｎ－ブチル、Ｒ15

が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia574、特
に化合物Ia574.001～Ia574.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がニトロ、Ｒ14がイソブチル、Ｒ15

が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia575、特
に化合物Ia575.001～Ia575.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル及びＲ16がメチ
ルである点で異なる化合物Ia576、特に化合物Ia576.001～Ia576.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia577、特に化合物Ia577.001～Ia577.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia578、特に化合物Ia578.001～Ia578.18
0が極めて好ましい：
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チル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia579、特に化合物Ia579.001～Ia579.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia580、特に化合物Ia580.001～Ia580.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15及びＲ16

がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia581、特に化合物Ia581.001～Ia581.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
及びＲ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia582、特に化合物Ia582.001
～Ia582.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル及びＲ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia583、特に化合物Ia5
83.001～Ia583.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル及びＲ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia584、特に化合物Ia584
.001～Ia584.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル及びＲ15及びＲ16がそれぞれメチルである点で異なる化合物Ia585、特に化合物Ia585
.001～Ia585.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がエチル
及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia586、特に化合物Ia586.001～Ia586.180が極
めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15

がそれぞれエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia587、特に化合物Ia587.0
01～Ia587.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia588、特に化合物Ia5
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88.001～Ia588.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia589、特に化合物Ia589
.001～Ia589.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia590、特に化合物Ia590
.001～Ia590.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｎ－プ
ロピル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia591、特に化合物Ia591.001～Ia591.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｎ－プロピル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia592、特に化合物Ia592
.001～Ia592.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15
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がそれぞれｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia593、特に化合物I
a593.001～Ia593.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia594、特に化合
物Ia594.001～Ia594.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia595、特に化合
物Ia595.001～Ia595.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がイソプ
ロピル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia596、特に化合物Ia596.001～Ia596.18
0が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がイソプロピル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia597、特に化合物Ia597
.001～Ia597.180が極めて好ましい：
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ロピル、Ｒ15がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia598、特に化
合物Ia598.001～Ia598.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia599、特に化合
物Ia599.001～Ia599.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がイソプロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia600、特に化合
物Ia600.001～Ia600.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｎ－ブ
チル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia601、特に化合物Ia601.001～Ia601.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｎ－ブチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia602、特に化合物Ia602.0
01～Ia602.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia603、特に化合
物Ia603.001～Ia603.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14が及びＲ1

5がそれぞれｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia604、特に化合物Ia
604.001～Ia604.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia605、特に化合物I
a605.001～Ia605.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｓｅｃ
－ブチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia606、特に化合物Ia606.001～Ia606.
180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia607、特に化合物Ia6
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07.001～Ia607.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia608、特に
化合物Ia608.001～Ia608.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia609、特に化
合物Ia609.001～Ia609.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia610、特に化
合物Ia610.001～Ia610.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がイソブ
チル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia611、特に化合物Ia611.001～Ia611.180
が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
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、Ｒ15がイソブチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia612、特に化合物Ia612.0
01～Ia612.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia613、特に化合
物Ia613.001～Ia613.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia614、特に化合物I
a614.001～Ia614.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14及びＲ15

がそれぞれイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia615、特に化合物Ia6
15.001～Ia615.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がメチル
カルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia616、特に化合物Ia616.001～Ia61
6.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がメチルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia617、特に化合物I
a617.001～Ia617.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia618、特
に化合物Ia618.001～Ia618.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia619、特に
化合物Ia619.001～Ia619.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia620、特に
化合物Ia620.001～Ia620.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がエチル
カルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia621、特に化合物Ia621.001～Ia62
1.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がエチルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia622、特に化合物I
a622.001～Ia622.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia623、特
に化合物Ia623.001～Ia623.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia624、特に
化合物Ia624.001～Ia624.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がエチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia625、特に
化合物Ia625.001～Ia625.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｎ－プ
ロピルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia626、特に化合物Ia626.001



(162) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

～Ia626.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia627、特に
化合物Ia627.001～Ia627.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia62
8、特に化合物Ia628.001～Ia628.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia629
、特に化合物Ia629.001～Ia629.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia630
、特に化合物Ia630.001～Ia630.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がトリフ
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31.001～Ia631.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia632
、特に化合物Ia632.001～Ia632.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合
物Ia633、特に化合物Ia633.001～Ia633.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia634、特に化合物Ia634.001～Ia634.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がトリフルオロメチルカルボニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia635、特に化合物Ia635.001～Ia635.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia636、特に化合物Ia636.001～Ia636.180が
極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル、Ｒ14がエチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia637、特に化合物Ia637.0
01～Ia637.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル、Ｒ14がｎ－プロピル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia638、特に化合物I
a638.001～Ia638.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル、Ｒ14がｎ－ブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia639、特に化合物Ia6
39.001～Ia639.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1及びＲ15がそれぞれメチルスルホニ
ル、Ｒ14がイソブチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia640、特に化合物Ia6
40.001～Ia640.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がエチル
スルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia641、特に化合物Ia641.001～Ia64
1.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がエチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia642、特に化合物I
a642.001～Ia642.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia643、特
に化合物Ia643.001～Ia643.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia644、特に
化合物Ia644.001～Ia644.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がエチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia645、特に
化合物Ia645.001～Ia645.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｎ－プ
ロピルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia646、特に化合物Ia646.001
～Ia646.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia647、特に
化合物Ia647.001～Ia647.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia64
8、特に化合物Ia648.001～Ia648.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia649
、特に化合物Ia649.001～Ia649.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｎ－プロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia650
、特に化合物Ia650.001～Ia650.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がイソプ
ロピルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia651、特に化合物Ia651.001
～Ia651.180が極めて好ましい：



(168) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がイソプロピルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia652、特に
化合物Ia652.001～Ia652.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia65
3、特に化合物Ia653.001～Ia653.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia654
、特に化合物Ia654.001～Ia654.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がイソプロピルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia655
、特に化合物Ia655.001～Ia655.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｎ－ブ
チルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia656、特に化合物Ia656.001～
Ia656.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia657、特に化
合物Ia657.001～Ia657.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia658
、特に化合物Ia658.001～Ia658.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia659、
特に化合物Ia659.001～Ia659.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｎ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia660、
特に化合物Ia660.001～Ia660.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がイソブ
チルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia661、特に化合物Ia661.001～
Ia661.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がイソブチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia662、特に化
合物Ia662.001～Ia662.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia663
、特に化合物Ia663.001～Ia663.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia664、
特に化合物Ia664.001～Ia664.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がイソブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia665、
特に化合物Ia665.001～Ia665.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がｓｅｃ
－ブチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia666、特に化合物Ia666.0
01～Ia666.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia667、特
に化合物Ia667.001～Ia667.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia
668、特に化合物Ia668.001～Ia668.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia66
9、特に化合物Ia669.001～Ia669.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がｓｅｃ－ブチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia67
0、特に化合物Ia670.001～Ia670.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がトリフ
ルオロメチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia671、特に化合物Ia6
71.001～Ia671.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia672
、特に化合物Ia672.001～Ia672.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合
物Ia673、特に化合物Ia673.001～Ia673.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia674、特に化合物Ia674.001～Ia674.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がトリフルオロメチルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia675、特に化合物Ia675.001～Ia675.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がメチル
、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia676、特
に化合物Ia676.001～Ia676.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia677、特
に化合物Ia677.001～Ia677.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia
678、特に化合物Ia678.001～Ia678.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia67
9、特に化合物Ia679.001～Ia679.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がフェニルカルボニルメチル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia68
0、特に化合物Ia680.001～Ia680.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15がフェニ
ルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia681、特に化合物Ia681.001～Ia
681.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15がフェニルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia682、特に化合
物Ia682.001～Ia682.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia683、
特に化合物Ia683.001～Ia683.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia684、特
に化合物Ia684.001～Ia684.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15がフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia685、特
に化合物Ia685.001～Ia685.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ15が４－メ
チルフェニルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia686、特に化合物Ia6
86.001～Ia686.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がエチル
、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニル及びＲ16がメチルである点で異なる化合物Ia687
、特に化合物Ia687.001～Ia687.180が極めて好ましい：
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同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－プ
ロピル、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合
物Ia688、特に化合物Ia688.001～Ia688.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がｎ－ブ
チル、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia689、特に化合物Ia689.001～Ia689.180が極めて好ましい：

同様に、対応する化合物Ia1.001～Ia1.180とは、Ｒ1がメチルスルホニル、Ｒ14がイソブ
チル、Ｒ15が４－メチルフェニルスルホニル、及びＲ16がメチルである点で異なる化合物
Ia690、特に化合物Ia690.001～Ia690.180が極めて好ましい：

同様に、極めて好ましい式Ｉの化合物は、各基が下記の意味を有する場合である：
Ｒ1が、ハロゲン（例、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル（例、メチルスル
ホニル又はエチルスルホニル）；特に塩素又はメチルスルホニルを表し；
Ｒ2が、ハロゲン（例、塩素又は臭素）；特に塩素を表し；
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Ｒ3が、水素を表し；
Ｒ4が、水素、シアノ、Ｃ1～Ｃ6アルキル（例、メチル、エチル、イソプロピル、ペンチ
ル）、Ｃ1～Ｃ4ヒドロキシアルキル、ホルミル、Ｃ1～Ｃ6アルキルカルボニル（例、メチ
ルカルボニル又はエチルカルボニル）、ヒドロキシカルボニル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカル
ボニル（例、メトキシカルボニル又はエトキシカルボニル）、－Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13；ヘ
テロシクリル、ヘテロシクリルＣ1～Ｃ4アルキル、フェニル、ヘテロアリール（最後の４
個の基は、それぞれ１～３個のハロゲン原子で置換されていても及び／又は１～３個の下
記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシカルボ
ニル、特にＣ1～Ｃ4アルキル；特に好ましくは水素、シアノ、メチル、イソプロピル、ペ
ンチル、ホルミル、メチルカルボニル、ヒドロキシカルボニル、エトキシカルボニル、－
Ｃ（Ｒ12）＝ＮＲ13、２－メチル－１，３－ジオキソラン－４－イル、２，２－ジメチル
－１，３－ジオキソラン－４－イル、１，３－ジオキソラン－２－イル、１，３－ジオキ
ソラン－２－イルメチル、フェニル、２－フリル、３－フリル、２－チエニル、３－チエ
ニル；を表し；
Ｒ5が、水素、ハロゲン（例、塩素又は臭素）、Ｃ1～Ｃ6アルキル（例、メチル又はエチ
ル）；特に好ましくは水素、塩素又はメチル；を表し；
Ｒ12が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキル（例、メチル又はエチル）、Ｃ1～Ｃ6アルコキシカルボ
ニル（例、メトキシカルボニル又はエトキシカルボニル）；特に好ましくは水素、メチル
又はエトキシカルボニル；を表し；
Ｒ13が、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ（例、メトキシ又はエトキシ）又はフェニルＣ1～Ｃ4アルコ
キシ（最後の基は、部分的又は完全にハロゲン化されていても、及び／又は１～３個の下
記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキ
シ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシ、Ｃ1～Ｃ4アルキルカルボニル又はＣ1～Ｃ4アルコキシカル
ボニルを有していても良い）を表し；
Ｒ14が、Ｃ1～Ｃ6アルキル；特に好ましくはメチル又はエチル；を表し；
Ｒ15が、水素、Ｃ1～Ｃ6アルキルスルホニル（例、メチルスルホニル又はエチルスルホニ
ル）、フェニルＣ1～Ｃ4アルキル（最後の置換基のフェニル基は、部分的又は完全にハロ
ゲン化されていても及び／又は１～３個の下記の基：ニトロ、シアノ、Ｃ1～Ｃ4アルキル
、Ｃ1～Ｃ4ハロアルキル、Ｃ1～Ｃ4アルコキシ、Ｃ1～Ｃ4ハロアルコキシを有していても
良い）；特に好ましくは水素、メチルスルホニル又はベンジル；を表し；
Ｒ16が、水素又はＣ1～Ｃ6アルキル（例、メチル）；特に好ましくは水素を表す。
式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールは、種々な経路、例えば下記の経路
で得ることができる：
工程Ａ：
続いて転位反応を受けるアシル化生成物IVを与えるための、Ｒ15＝水素の式IIのピラゾー
ルを活性化カルボン酸IIIα又は好ましくは系内で活性化されるカルボン酸IIIβとの反応
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上記式中、Ｌ1が求核的に置換可能な脱離基、例えばハロゲン（例、臭素又は塩素）、ヘ
テロアリール（例、イミダゾリル又はピリジル）、又はカルボキシレート（例、アセテー
ト、トリフルオロアセテート）等を表す。
活性化カルボン酸は、カルボン酸ハライドの場合のように直接使用するか、或いは系内で
、例えばジシクロヘキシルカルボジイミド、トリフェニルホスフィン／アゾジカルボン酸
エステル、２－ピリジンジスルフィド／トリフェニルホスフィン、カルボニルジイミダゾ
ール等を使用することにより形成することができる。
適宜、アシル化反応は塩基の存在下に行うことが有利であろう。出発材料と補助塩基は等
モル量で使用することが有利である。場合によっては、IIに対して少し過剰の補助塩基、
例えば１．２～１．５モル当量が有利であろう。
適当な補助塩基としては、第３級アルキルアミン、ピリジン、およびアルカリ金属炭酸塩
を挙げることができる。使用することができる溶剤としては、例えば、塩素化炭化水素（
例、塩化メチレン及び１，２－ジクロロエタン）、芳香族炭化水素（例、トルエン、キシ
レン及びクロロベンゼン）、エーテル（例、ジエチルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチル
エーテル、テトラヒドロフラン及びジオキサン）、非プロトン性極性溶剤（例、アセトニ
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チル）又はこれらの混合物を挙げることができる。
カルボン酸ハロゲン化物を、活性カルボン酸成分として使用する場合、この反応剤の添加
後、反応混合物を０～１０℃に冷却することが有利であろう。その後、混合物を２０～１
００℃、好ましくは２５～５０℃で、この反応が終了するまで攪拌する。後処理は、慣用
法、例えば、反応混合物を水に注ぎ、価値ある生成物を抽出する。この目的に特に好適な
溶剤は、塩化メチレン、ジエチルエーテル及び酢酸エチルである。有機層を乾燥、溶剤を
除去し、そして式IVの粗エノールエステルは、好ましくはクロマトグラフィにより精製さ
れる。そうではなく、更なる精製なしに、転位反応のために式IVの粗エノールエステルを
使用することも可能である。
式Ｉの化合物を得るための式IVのエノールエステルの転位は、溶剤中そして補助塩基の存
在下、所望により触媒としてシアノ化合物を用いて２０～４０℃で行うことが有利である
。
適当な溶剤として、例えばアセトニトリル、塩化メチレン、１，２－ジクロロエタン、ジ
オキサン、酢酸エチル、トルエン又はこれらの混合物を挙げることができる。アセトニト
リル及びジオキサンが好ましい。
好適な塩基としては、第３級アミン（例、トリエチルアミン、ピリジン）、又はアルカリ
金属炭酸塩（例、炭酸ナトリウム及び炭酸カリウム）を挙げることができ、これらはエス
テルに対して等モル量又は４倍モルまでの過剰量で使用することが好ましい。トリエチル
アミン又はアルカリ金属炭酸塩を使用することが好ましい。
好適なシアノ化合物としては、無機シアン化物（例、シアン化ナトリウム及びシアン化カ
リウム）、有機シアノ化合物（例、アセトンシアノヒドリン及びトリメチルシリルシアニ
ド）を挙げることができる。これらは、エステルに対して１～５０モル％の量で使用され
る。アセトンシアノヒドリン又はトリメチルシリルシアニドを、例えばエステルに対して
５～１５モル％、特に１０モル％の量で使用することが好ましい。
アセトニトル又はジオキサン中のアルカリ金属炭酸塩（例、炭酸カリウム）を使用するこ
とが特に好ましい。
後処理は、公知の方法で行うことができる。反応混合物は、例えば希薄鉱酸（例、５％濃
度塩酸又は硫酸）で酸性化し、そして有機溶剤（例、塩化メチレン又は酢酸エチル）で抽
出される。有機抽出物は、アルカリ金属炭酸塩の５～１０％濃度溶液、例えば炭酸ナトリ
ウム溶液、炭酸カリウム溶液で抽出することができる。有機層は酸性化し、得られた析出
物を吸引ろ過及び／又は塩化メチレン又は酢酸エチルで抽出し、乾燥、濃縮する。
（ヒドロキシピラゾールのエステルの合成例及びそのエステルの転位が、例えばＥＰ－Ａ
２８２９４４及びＵＳ４６４３７５７に記載されている。）。
方法Ｂ：
Ｒ15＝水素の式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールと式Ｖ（Ｒ15≠水素の
場合）の化合物との反応
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上記式中、Ｌ2が求核的に置換可能な脱離基、例えばハロゲン（例、臭素又は塩素）、ヘ
テロアリール（例、イミダゾリル又はピリジル）、又はカルボキシレート（例、アセテー
ト、トリフルオロアセテート）、スルホネート（例、メシレート又はトリフレート）等を
表す。
式Ｖの化合物は、例えば、アルキルハライド、カルボン酸ハライド（ハロゲン化アシル）
、スルホニルハライド、カルボン酸無水物及びスルホン酸の無水物の場合には、直接使用
されるか、或いは例えば活性化カルボン酸（カルボン酸及びジシクロヘキシルカルボジイ
ミド、カルボニルジイミダゾール等を使用することにより）系内で形成して使用され得る
。
一般に、出発材料は等モル量で通常使用される。しかしながら、成分の一方又はその他を
過剰に使用することが有利であろう。
好適には、反応を塩基の存在下に行うことが有利であろう。出発材料と補助塩基は等モル
量で使用することが有利である。ある条件下では、IIに対して、例えば１．５～３モル当
量の塩基過剰が有利であろう。
適当な補助塩基としては、第３級アルキルアミン（例、トリエチルアミン、ピリジン）、
アルカリ金属炭酸塩（例、炭酸ナトリウム及び炭酸カリウム）、及びアルカリ金属水素化
物（例、水素化ナトリウム）を挙げることができる。トリエチルアミン、ピリジン、炭酸
カリウムが好ましい。
適当な溶剤の例としては、塩素化炭化水素（例、塩化メチレン及び１，２－ジクロロエタ
ン）、芳香族炭化水素（例、トルエン、キシレン及びクロロベンゼン）、エーテル（例、
ジエチルエーテル、メチルｔｅｒｔ－ブチルエーテル、テトラヒドロフラン及びジオキサ
ン）、非プロトン性極性溶剤（例、アセトニトリル、ジメチルホルムアミド又はジメチル
スルホキシド）、エステル（例、酢酸エチル）又はこれらの混合物を挙げることができる
。
反応温度は、一般に０℃～反応混合物の沸点の範囲である。
後処理はそれ自体公知の方法で行われ、生成物を得る。
出発物質として使用される、まだ知られていない式II（Ｒ15＝Ｈ）のピラゾールは、従来
の方法で得ることができる（例えば、ＥＰ－Ａ２４０００１、J.Prakt.Chem.315（1973）
,383）。
系内で製造できない活性化カルボン酸は従来の方法で得ることができる。式IIIα（Ｌ＝
ハロゲン）のカルボン酸ハライドは、文献（参照、L.G.Fieser,M.Fieser”Reagents for 
Organic Synthesis”,第1巻，767-769頁（1967））に記載と類似の方法で、式IIIβの安
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息香酸とハロゲン化剤（例えば、塩化チオニル、臭化チオニル、ホスゲン、ジホスゲン、
トリホスゲン、塩化オキサリル及び臭化オキサリル）とを反応させることにより合成する
ことができる。
文献に公知でない式IIIβの３－アルケニル安息香酸は、文献に公知と類似の方法、例え
ば式IIIγ（Ｍ＝Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）の対応する３－アルケニル安息香酸を加水分解す
ることにより得ることができる。
式IIIγの３－アルケニル安息香酸エステル（Ｍ＝Ｃ1～Ｃ6アルコキシ）は、種々の経路
、例えば下記の方法により得ることができる：

一般式IIIγの化合物は、公知の方法（J.March,”Advanced Organic Chemistry”,第3版
，864頁以下，Wiley-Interscience Publication,1985）で、式VIのホスホニウム塩のアル
デヒド又はケトン（VII）とのウィッチヒ（Wittig）反応により得ることができる。
式VIのホスホニウム塩は、それ自体公知の方法（J.March,”Advanced Organic Chemistry
”,第3版，377頁以下，Wiley-Interscience Publication,1985）で、式Ｖの臭素化合物か
ら容易に得ることができる。

一般式IIIγの化合物は、式VIIIのアルデヒド又はケトンのホスホニウム塩IXa（Ａ参照）
又はホスホネートIXbとのウィッチヒ反応又はホーナー－エモンス（Honer-Emmons）反応
により得ることもできる（J.March,”Advanced Organic Chemistry”,第3版，867頁以下



(183) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

，Wiley-Interscience Publication,1985）。
式VIIIの化合物は、それ自体公知の方法（J.March,”Advanced Organic Chemistry”,第3
版，1105頁以下，Wiley-Interscience Publication,1985）で、式Ｖの臭素化合物の酸化
により容易に得ることができる。

一般式IIIγの化合物も、再びそれ自体公知の方法（J.March,”Advanced Organic Chemis
try”,第3版，849頁以下，Wiley-Interscience Publication,1985）で、式VIIIのアルデ
ヒド又はケトンのアルドール縮合及び関連反応により容易に得ることができる。
［合成例］
４－｛２’，４’－ジクロロ－３’－［２”－（３”－フリル）エテン－１”－イル］ベ
ンゾイル｝－２－エチル－３－ヒドロキシピラゾール（化合物２．１）
３．０ｇ（１０ミリモル）の２，４－ジクロロ－３－［２’－（３”－フリル）エテン－
１”－イル｝ベンゾイルクロリドを３０ｍｌのアセトニトリルに溶解した液を、１．２ｇ
の（１０ミリモル）の２－エチル－３－ヒドロキシピラゾール及び１．５ｍｌ（１０ミリ
モル）のトリエチルアミンと混合した。反応混合物を室温で１２時間攪拌し、水に溶解し
、酢酸エチルで３回抽出した。抽出物を乾燥し、溶剤を減圧下に除去し、残渣をシリカゲ
ル上でクロマトグラフィ処理（シクロヘキサン／酢酸エチル＝８／２～４／６）した。得
られたエステルを１００ｍｌのジオキサンに溶解し、１．２ｇ（９ミリモル）の炭酸カリ
ウムの微粉末と混合し、還流下１０時間加熱した。冷却後、形成した沈殿を分離し、ジオ
キサンで洗浄し、水に入れ、攪拌した。次いで、そのｐＨを、１０％濃度塩酸を用いて１
～２に調整し、混合物を室温で３０分間攪拌し、そして沈殿を分離した。乾燥後、１．４
ｇ（理論量：３７％）の白色固体（融点：１１５～１２０℃）を得た。
1Ｈ－ＮＭＲ（ＤＭＳＯ；δ（ｐｐｍ））：７．７５（１Ｈ）；７．６０（１Ｈ）；７．
５０（１Ｈ）；７．２５（２Ｈ）；７．００（１Ｈ）；６．８５（１Ｈ）；６．８０（１
Ｈ）；３．９０（２Ｈ）；１．３０（３Ｈ）。
上記の化合物とは別に、同様に製造された他の式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）
ピラゾールを、表２に列記する。
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幾つかの出発材料の合成を下記に示す：
２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－（２’－フェニルエテン－１’－イル）－安息
香酸（化合物３．０２）
工程ａ）２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－（２’－フェニルエテン－１’－イル
）－安息香酸メチル（化合物３．０１）



(188) JP 4446493 B2 2010.4.7

10

20

30

40

50

５２．０ｇ（１２０ミリモル）のベンジルトリフェニルホスホニウムブロミドを４００ｍ
ｌのテトラヒドロフランに溶解した液を、１０．１ｇ（９０ミリモル）のカリウムｔｅｒ
ｔ－ブトキシドと混合した。混合物を室温で３０分間攪拌し、１６．６ｇ（６０ミリモル
）の２－クロロ－３－ホルミル－４－メチルスルホニル安息香酸メチルを１００ｍｌのテ
トラヒドロフランに溶解した液を滴下し、そしてその混合物を室温で更に３時間攪拌した
。次いで、反応混合物を５００ｍｌの水に入れ、攪拌し、メチルｔ－ブチルエーテルで抽
出した。溶剤を減圧下に除去し、残渣をジエチルエーテルで温浸し、沈殿したトリフェニ
ルホスフィンオキシドを吸引ろ過した。残渣を、シリカゲル上でクロマトグラフィ処理（
シクロヘキサン／酢酸エチル＝９５／５～１／１）した。１０．９ｇ（理論量の５２％）
の淡黄色油（これはゆっくり固化した）を得た。
1H-NMR（CDCl3;δ（ppm））:8.15（1H）;7.70（1H）;7.60～7.30（7H）;7.0（1H）;4.0（
3H）;3.10（3H）。
工程ｂ）２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－（２’－フェニルエテン－１’－イル
）－安息香酸
１０．０ｇ（２８ミリモル）の２－クロロ－４－メチルスルホニル－３－（２’－フェニ
ルエテン－１’－イル）－安息香酸メチルを、２００ｍｌのテトラヒドロフラン／メタノ
ール（１／１）に溶解し、３５．２ｇの１０％濃度水酸化ナトリウム水溶液と混合した。
その後、この混合物を、室温で１２時間攪拌し、続いて溶剤を減圧除去した。残渣を４０
０ｍｌの水と混合し、酢酸エチルで洗浄した。ｐＨを１０％濃度の塩酸を用いて１に調整
し、得られた沈殿を吸引ろ過した。乾燥後、９．４ｇ（理論量の９７％）の白色粉末（融
点：２３２～２３３℃）を得た。
1H-NMR（CDCl3;δ（ppm））:8.20（1H）;7.90（1H）;7.55（2H）;7.40（4H）;7.00（1H）
;3.10（3H）。
２，４－ジクロロ－３－［２’－（２”－フリル）エテン－１’－イル］－安息香酸メチ
ル（化合物３．０５）
工程ａ）２，４－ジクロロ－３－メチルアセトフェノン
１００℃にて、２３５．０（３．０モル）の塩化アセチルを、５０２．０ｇ（３．１２モ
ル）の２，６－ジクロロトルエンと４０８．０ｇ（３．０６モル）の三塩化アルミニウム
との溶液に、攪拌しながら２時間に亘って滴下した。反応混合物を１００～１０５℃で２
時間攪拌し、冷却し、３Ｌの氷及び１Ｌの水に注いだ。得られた固体の沈殿を吸引ろ過し
、中性になるまで水洗した。４０℃で乾燥して、５００ｇの粗２，４－ジクロロ－３－メ
チルアセトフェノンを得、これは次いで高真空で蒸留した。沸点：１２１～１２８℃（４
ミリバール）。
工程ｂ）２，４－ジクロロ－３－メチル安息香酸
０～１０℃において、５２０．０ｇ（１３モル）の水酸化ナトリウムを２６００ｍｌの水
に溶解した水溶液を、まず６５５．２ｇ（４．１モル）の臭素と混合し、次いで２０３．
０ｇ（１．０モル）の２，４－ジクロロ－３－メチルアセトフェノンを１３００ｍｌの１
，４－ジオキサンに溶解した液と混合した。この混合物を１２時間攪拌し、有機層を分離
し、水層を３０％濃度のピロ亜硫酸ナトリウム水溶液と混合し、塩酸でｐＨ１に調整した
。得られた沈殿を吸引ろ過し、水洗し、減圧下、６０℃で乾燥した。１９７．０ｇの２，
４－ジクロロ－３－メチル安息香酸を得た。（融点：１７３～１７５℃）。
工程ｃ）２，４－ジクロロ－３－メチル安息香酸メチル
６０ｍｌの濃硫酸を、４２４．０ｇ（２モル）の２，４－ジクロロ－３－メチル安息香酸
と１５００ｍｌのメタノールとの溶液に滴下した。反応混合物を、５時間還流し、冷却し
、そして減圧下に濃縮し、続いて１０００ｍｌの塩化メチレンに溶解させた。有機層を水
洗し、その後５％濃度の炭酸水素ナトリウム水溶液で洗浄し、その後もう１回水洗し、乾
燥しそして減圧下に濃縮した。４０１．０ｇの２，４－ジクロロ－３－メチル安息香酸メ
チルを得た。（沸点：１０３～１０７℃（１～１．５ミリバール））。
工程ｄ）３－ブロモメチル－２，４－ジクロロ安息香酸メチル
１．０ｇのアゾビスイソブチロニトリルを、８４．０ｇ（０．３８モル）の２，４－ジク
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ロロ－３－メチル安息香酸メチルと６７．６ｇ（０．３８モル）のＮ－ブロモコハク酸イ
ミドとを３８０ｍｌの四塩化炭素に溶解した溶液に添加した。反応混合物を、３．５時間
還流し、その後冷却し、そして形成した沈殿を吸引ろ過した。ろ液を減圧下に濃縮し、得
られた残渣をメチルｔ－ブチルエーテルですりつぶした。１０８．０ｇの３－ブロモメチ
ル－２，４－ジクロロ安息香酸メチルを得た。（融点：５１～５４℃）。
工程ｅ）（２，６－ジクロロ－３－メトキシカルボニル）ベンジル－トリフェニルホスホ
ニウムブロミド
８０．６５ｇ（２６２ミリモル）の３－ブロモメチル－２，４－ジクロロ安息香酸メチル
を、８００ｍｌのトルエンに溶解し、６８．７ｇ（２６２ミリモル）のトリフェニルホス
フィンと混合した。この混合物を９時間攪拌しながら還流し、冷却し、そして形成した沈
殿を吸引ろ過した。乾燥後、１２９．０ｇ（理論量の８９％）の淡ベージュ色粉末を得た
。（融点：２３８～２３９℃）。
工程ｆ）２，４－ジクロロ－３－［２’－（２”－フリル）エテン－１’－イル］－安息
香酸メチル
２８．０ｇ（５０ミリモル）の（２，６－ジクロロ－３－メトキシカルボニル）ベンジル
トリフェニルホスホニウムブロミドを、２００ｍｌのテトラヒドロフラン中に懸濁させ、
０℃で５．６ｇ（５０ミリモル）のカリウムｔ－ブトキシドと混合した。その後、この混
合物を－２０℃に冷却し、６．２ｇ（６５ミリモル）のフルフラールを５０ｍｌのテトラ
ヒドロフランに溶解した液を滴下した。混合物を室温まで暖め、更に１２時間攪拌した。
反応混合物を２００ｍｌの水に入れて、攪拌し、メチルｔ－ブチルエーテルで抽出した。
溶剤を減圧下に除去し、残渣をジエチルエーテルで温浸し、沈殿したトリフェニルホスフ
ィンオキシドを分離した。残渣をシリカゲル・クロマトグラフィ（シクロヘキサン／酢酸
エチル＝９８／２～９０／１０）で精製した。８．２ｇ（理論量の５５％）の黄色油を得
た。
1H-NMR（CDCl3;δ（ppm））:7.55（1H）;7.50（1H）;7.40（1H）;7.05（1H）;6.95（1H）
;6.45（2H）;3.95（3H）。
２，４－ジクロロ－３－（３’－メトキシカルボニル－３’－メトキシイミノ－プロパ－
１’－エン－１’－イル）安息香酸メチル（化合物３．１３）
１．９ｇ（７５ミリモル）の水素化ナトリウムを、１７．９ｇ（７５ミリモル）の（２－
メトキシカルボニル－２－メトキシイミノエチル）ジメチル－ホスホネートを１５０ｍｌ
のテトラヒドロフランに溶解した液に添加し、そしてこの混合物を室温で２時間攪拌した
。次いで、１１．７ｇ（５０ミリモル）の２，４－ジクロロ－３－ホルミル安息香酸メチ
ルを５０ｍｌのテトラヒドロフランに溶解した液を滴下し、混合物を室温で更に１２時間
攪拌した。反応混合物を水に溶解させ、メチルｔ－ブチルエーテルで抽出し、抽出物を乾
燥し、そして溶剤を減圧除去した。残渣をジエチルエーテルで温浸し、沈殿を分離した。
乾燥後、１１．３ｇ（理論量の６５％）の白色粉末を得た。（融点：９６～９７℃）。
上記の化合物とは別に、同様に製造された或いは製造され得る式IIIaの他の３－アルケニ
ル安息香酸誘導体を、表３に列記する。
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式Ｉで表される４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール及びその農業上有用な塩は
、立体異性体混合物及び純粋な立体異性体の両方共、除草剤として好適である。式Ｉの化
合物を含む除草剤組成物は、非栽培領域の植生を、特に高施与率で、極めて良好に制御（
防除）することができる。これらの除草剤組成物は、オオムギ、米、トウモロコシ、大豆
及び綿花等の作物の中に広範囲に残った雑草及び牧草に対して、栽培植物に実質的に損傷
を与えることなく作用する。この効果は、主に低施与率で観察される。
施与方法によるが、式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾール又はこれらを含
む除草剤組成物は、更に多くの栽培植物に、望ましくない植物の除去のために使用するこ
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とができる。適当な作物として以下のものを挙げることができる。
タマネギ（Ａｌｌｉｕｍ　ｃｅｐａ）
パイナップル（Ａｎａｎａｓ　ｃｏｍｏｓｕｓ）
ナンキンマメ（Ａｒａｃｈｉｓ　ｈｙｐｏｇａｅａ）
アスパラガス（Ａｓｐａｒａｇｕｓ　ｏｆｆｉｃｉｎａｌｉｓ）
フダンソウ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｓｐｅｃ．ａｌｔｉｓｓｉｍａ）
サトウジシヤ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ　ｓｐｅｃ．ｒａｐａ）
アブラナ（変種カブラ）（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ　ｖａｒ．ｎａｐｕｓ）
カブカンラン（変種ナポプラシーカ）（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｎａｐｕｓ　ｖａｒ．ｎａｐ
ｏｂｒａｓｓｉｃａ）
テンサイ（変種シルベストリス）（Ｂｒａｓｓｉｃａ　ｒａｐａ　ｖａｒ．ｓｉｌｖｅｓ
ｔｒｉｓ）
トウツバキ（Ｃａｍｅｌｌｉａ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）
ベニバナ（Ｃａｒｔｈａｍｕｓ　ｔｉｎｃｔｏｒｉｕｓ）
キヤリーヤイリノイネンシス（Ｃａｒｙａ　ｉｌｌｉｎｏｉｎｅｎｓｉｓ）
レモン（Ｃｉｔｒｕｓ　ｌｉｍｏｎ）
ナツミカン（Ｃｉｔｒｕｓ　ｓｉｎｅｎｓｉｓ）
コーヒー〔Ｃｏｆｆｅａ　ａｒａｂｉｃａ（Ｃｏｆｆｅａ　ｃａｎｅｐｈｏｒａ、Ｃｏｆ
ｆｅａ　ｌｉｂｅｒｉｃａ）〕
キユウリ（Ｃｕｃｕｍｉｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）
ギヨウギシバ（Ｃｙｎｏｄｏｎ　ｄａｃｔｙｌｏｎ）
ニンジン（Ｄａｕｃｕｓ　ｃａｒｏｔａ）
アブラヤシ（Ｅｌａｅｉｓ　ｇｕｉｎｅｅｎｓｉｓ）
イチゴ（Ｆｒａｇａｒｉａ　ｖｅｓｃａ）
大豆（Ｇｌｙｃｉｎｅ　ｍａｘ）
木棉〔Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｉｒｓｕｔｕｍ（Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ａｒｂｏｒｅｕｍ
、Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｈｅｒｂａｃｅｕｍ、Ｇｏｓｓｙｐｉｕｍ　ｖｉｔｉｆｏｌｉｕ
ｍ）〕
ヒマワリ（Ｈｅｌｉａｎｔｈｕｓ　ａｎｎｕｕｓ）
ゴムノキ（Ｈｅｖｅａ　ｂｒａｓｉｌｉｅｎｓｉｓ）
大麦（Ｈｏｒｄｅｕｍ　ｖｕｌｇａｒｅ）
カラハナソウ（Ｈｕｍｕｌｕｓ　ｌｕｐｕｌｕｓ）
アメリカイモ（Ｉｐｏｍｏｅａ　ｂａｔａｔａｓ）
オニグルミ（Ｊｕｇｌａｎｓ　ｒｅｇｉａ）
レンズマメ（Ｌｅｎｓ　ｃｕｌｉｎａｒｉｓ）
アマ（Ｌｉｎｕｍ　ｕｓｉｔａｔｉｓｓｉｍｕｍ）
トマト（Ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｏｎ　ｌｙｃｏｐｅｒｓｉｃｕｍ）
リンゴ属（Ｍａｌｕｓ　ｓｐｐ．）
キヤツサバ（Ｍａｎｉｈｏｔ　ｅｓｃｕｌｅｎｔａ）
ムラサキウマゴヤシ（Ｍｅｄｉｃａｇｏ　ｓａｔｉｖａ）
バシヨウ属（Ｍｕｓａ　ｓｐｐ．）
タバコ〔Ｎｉｃｏｔｉａｎａ　ｔａｂａｃｕｍ（Ｎ．ｒｕｓｔｉｃａ）〕
オリーブ（Ｏｌｅａ　ｅｕｒｏｐａｅａ）
イネ（Ｏｒｙｚａ　ｓａｔｉｖａ）
アズキ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｌｕｎａｔｕｓ）
ゴガツササゲ（Ｐｈａｓｅｏｌｕｓ　ｖｕｌｇａｒｉｓ）
トウヒ（Ｐｉｃｅａ　ａｂｉｅｓ）
マツ属（Ｐｉｎｕｓ　ｓｐｅｃ．）
シロエンドウ（Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）
サクラ（Ｐｒｕｎｕｓ　ａｖｉｕｍ）
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モモ（Ｐｒｕｎｕｓ　ｐｅｒｓｉｃａ）
ナシ（Ｐｙｒｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）
スグリ（Ｒｉｂｅｓ　ｓｙｌｖｅｓｔｒｅ）
トウゴマ（Ｒｉｃｉｎｕｓ　ｃｏｍｍｕｎｉｓ）
サトウキビ（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｒｕｍ）
ライムギ（Ｓｅｃａｌｅ　ｃｅｒｅａｌｅ）
ジャガイモ（Ｓｏｌａｎｕｍ　ｔｕｂｅｒｏｓｕｍ）
モロコシ〔Ｓｏｒｇｈｕｍ　ｂｉｃｏｌｏｒ（ｓ．ｖｕｌｇａｒｅ）〕
カカオ（Ｔｈｅｏｂｒｏｍａ　ｃａｃａｏ）
ムラサキツメクサ（Ｔｒｉｆｏｌｉｕｍ　ｐｒａｔｅｎｓｅ）
小麦（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ａｅｓｔｉｖｕｍ）
トリテイカム、ドラム（Ｔｒｉｔｉｃｕｍ　ｄｕｒｕｍ）
ソラマメ（Ｖｉｃｉａ　ｆａｂａ）
ブドウ（Ｖｉｔｉｓ　ｖｉｎｉｆｅｒａ）
トウモロコシ（Ｚｅａ　ｍａｙｓ）。
さらに、上記式Ｉの化合物は、繁殖の結果、除草剤の作用に耐性を有する作物に、一般的
な処理法を含めて使用することができる。
式Ｉの化合物又はこれらを含む除草剤組成物は、例えば直接的に噴霧可能な水溶液、粉末
、懸濁液、高濃度の水性、油性またはその他の懸濁液または分散液、エマルジョン、油性
分散液、ペースト、ダスト剤、散布剤または顆粒の形で、噴霧、ミスト法、ダスト法、散
布法または注入法によって施与することができる。施与方法は、使用目的に基づいて決定
される。いずれの場合にも、本発明の有効物質の可能な限りの微細分配が保証されるべき
である。
除草剤組成物は、除草有効量の少なくとも１種の式Ｉの化合物又はＩの農業上有効な塩、
そして作物保護剤の調製に通常使用される助剤を含んでいる。
適当な不活性助剤としては、主として次のようなものである：中位乃至高位の沸点の鉱油
留分（例えば燈油またはディーゼル油、更にコールタール油等）、並びに植物性または動
物性産出源の油、脂肪族、環状および芳香族炭化水素（例えばパラフィン、テトラヒドロ
ナフタリン、アルキル置換ナフタリンまたはその誘導体、アルキル置換ベンゼン又はその
誘導体）、アルコール（例えばメタノール、エタノール、プロパノール、ブタノール、シ
クロヘキサノール）、ケトン（例えばシクロヘキサノン等）、高極性溶剤（例えばＮ－メ
チルピロリドン等のアミン）、及び水。
水性使用形態は、乳濁液濃縮物、懸濁液、ペースト、または湿潤可能の粉末、水分散可能
の粉末から水の添加により製造することができる。エマルジョン、ペーストまたは油分散
液の製造は、本発明の４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールをそのまま、または
油または溶剤中に溶解して、湿潤剤、粘着付与剤、分散剤または乳化剤により水中に均質
に混合することにより行うことができる。しかしながら、有効物質、湿潤剤、粘着付与剤
、分散剤または乳化剤および場合により溶剤または油からなる濃縮物を製造することもで
き、これは水にて希釈するのに適する。
適当な界面活性剤（助剤）としては次のものが挙げられる：芳香族スルホン酸（例えばリ
グニンスルホン酸、フェノールスルホン酸、ナフタリンスルホン酸、ジブチルナフタリン
スルホン酸）のアルカリ金属塩、アルカリ土類金属塩及びアンモニウム塩；脂肪酸の上記
塩；アルキルスルホナート、アルキルアリールスルホナートの上記塩；アルキルスルファ
ート、ラウリルエーテルスルファート、脂肪アルコールスルファートの上記の塩；硫酸化
ヘキサデカノール、ヘプタデカノールおよびオクタデカノールの塩；脂肪アルコールグリ
コールエーテルの塩；並びにスルホン化ナフタリンおよびナフタリン誘導体とホルムアル
デヒドとの縮合生成物、ナフタリン或はナフタリンスルホン酸とフェノールおよびホルム
アルデヒドとの縮合生成物、ポリオキシエチレン－オクチルフェノールエーテル、エトキ
シル化イソオクチルフェノール、エトキシル化オクチルフェノール、エトキシル化ノニル
フェノール、アルキルフェニルポリグリコールエーテル、トリブチルフェニルポリグリコ
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ールエーテル、アルキルアリールポリエーテルアルコール、イソトリデシルアルコール、
脂肪アルコール／エチレンオキシド縮合物、エトキシル化ヒマシ油、ポリオキシエチレン
アルキルエーテル、またはポリオキシプロピレンアルキルエーテル、ラウリルアルコール
ポリグリコールエーテルアセタート、ソルビトールエステル、リグニン－亜硫酸廃液およ
びメチルセルロース。
粉末、散布剤およびダスト剤は活性成分と固体担体物質とを混合または一緒に磨砕するこ
とにより製造することができる。
粒状体（例えば被覆粒状体、含浸粒状体および均質粒状体）は、有効物質を固体担体物質
に結合させることにより製造することができる。固体担体の例としては、鉱物土（例えば
シリカ、シリカゲル、珪酸塩、タルク、カオリン、石灰石、石灰、白亜、膠塊粒土、石灰
質黄色粘土、クレイ、白雲石、珪藻土、硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネ
シウム、磨砕合成物質）、及び肥料（例えば硫酸アンモニウム、燐酸アンモニウム、硝酸
アンモニウム、尿素）及び植物性生成物（例えば穀物粉、樹皮、木材およびクルミ穀粉、
セルロース粉末）および他の固形担体物質である。
直ぐ使用可能な調製液の式Ｉの化合物の濃度は、広い範囲で変更することができる。一般
に、その処方は、少なくとも１種の有効成分を、０．００１～９８重量％、好ましくは０
．０１～９５重量％の量で含む。有効成分は９０～１００％の純度（ＮＭＲスペクトルに
よる）のもの、好ましくは９５～１００％の純度のものが使用される。
下記の調剤例により、調剤（処方）の製造を示すことができる：
Ｉ：
２０重量部の化合物No．2.1を、８０重量部のアルキル化ベンゼン、１０重量部の、オレ
イン酸Ｎ－モノエタノールアミド（１モル）のエチレンオキシド（８～１０モル）付加体
、５重量部のドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム及び５重量部の、ヒマシ油（１モル
）のエチレンオキシド（４０モル）付加体からなる混合物に溶解させる。この溶液を１０
００００重量部の水に注ぎ、その中で微細に分散させ、これにより０．０２重量％の有効
成分を含む水性分散液を得る。
II：
２０重量部の化合物No．2.2を、４０重量部のシクロヘキサノン、３０重量部のイソブタ
ノール、２０重量部の、イソオクチルフェノール（１モル）のエチレンオキシド（７モル
）付加体及び１０重量部の、ヒマシ油（１モル）のエチレンオキシド（４０モル）付加体
からなる混合物に溶解させる。この溶液を１０００００重量部の水に注ぎ、その中で微細
に分散させ、これにより０．０２重量％の有効成分を含む水性分散液を得る。
III：
２０重量部の化合物No．2.3を、２５重量部のシクロヘキサノン、６５重量部の鉱物油（
沸点２１０～２８０℃の留分）及び１０重量部の、ヒマシ油（１モル）のエチレンオキシ
ド（４０モル）付加体からなる混合物に溶解させる。この溶液を１０００００重量部の水
に注ぎ、その中で微細に分散させ、これにより０．０２重量％の有効成分を含む水性分散
液を得る。
IV：
２０重量部の化合物No．2.4を、３重量部のジイソブチルナフタレンα－スルホン酸ナト
リウム、１７重量部のリグノスルホン酸のナトリウム塩（亜硫酸廃液から得られる）及び
６０重量部の微粉末のシリカゲルと完全に混合させ、そしてその混合物をハンマーミルで
磨砕する。最後に、この混合物を２００００重量部の水に微細に分散させ、これにより０
．１重量％の有効成分を含む噴霧水剤を得る。
Ｖ：
３重量部の化合物No．2.5を、９７重量部の微粉砕カオリンと混合し、これにより３重量
％の有効成分を含むダストを得る。
VI：
２０重量部の化合物No．2.1を、２重量部のドデシルベンゼンスルホン酸カルシウム、８
重量部の脂肪アルコールポリグリコールエーテル、２重量部のフェノール／尿素／ホルム
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アルデヒド縮合物のナトリウム塩及び６８重量部のパラフィン鉱物油と充分に混合させ、
これにより安定な油性分散液を得る。
VII：
１重量部の化合物No．2.2を、７０重量部のシクロヘキサノン、２０重量部のエトキシル
化イソオクチルフェノール及び１０重量部のエトキシル化ヒマシ油からなる混合物に溶解
させる。これにより安定なエマルジョン濃縮体を得る。
VIII：
１重量部の化合物No．2.4を、８０重量部のシクロヘキサノン及び２０重量部のウエット
ールＥＭ３１（WettolR EM 31;エトキシル化ヒマシ油を主成分とする非イオン乳化剤）か
らなる混合物に溶解させる。これにより安定なエマルジョン濃縮体を得る。
式Ｉの有効成分又は除草剤組成物は、事前法または事後法により施与される。有効成分に
ある種の栽培植物がほとんど耐性を示さない場合は、下部に成長している雑草または露出
している土壌には付着しても、敏感な栽培植物の葉にできるだけ接触しないように、噴霧
装置により除草剤を噴霧することができる（後直接撒布、レイ－バイ）。
作用範囲を広げ、そして相乗効果を得るために、式Ｉの化合物を多くの他の代表的なグル
ープの除草剤又は成長調整剤の有効成分と混合することができ、そしてこれらと共に施与
される。
混合に適当な成分の例としては、１，２，４－チアジアゾール、１，３，４－チアジアゾ
ール、アミド、アミノホスホン酸及びその誘導体、アミノトリアゾール、アニリド、アリ
ールオキシ／ヘテロアリールオキシ－アルカン酸及びその誘導体、安息香酸及びその誘導
体、ベンゾチアジアジノン、２－（アロイル／ヘテロアロイル）－１，３－シクロヘキサ
ンジオン、ヘテロアリールアリールケトン、ベンジルイソキサゾリジノン、メタ－ＣＦ3

－フェニル誘導体、カルバメート、キノリンカルボン酸及びその誘導体、クロロアセトア
ニリド、シクロヘキサノンオキシムエーテル誘導体、ジアジン、ジクロロプロピオン酸及
びその誘導体、ジヒドロベンゾフラン、ジヒドロフラン－３－オン、ジニトロアニリン、
ジニトロフェノール、ジフェニルエーテル、ジピリジル、ハロカルボン酸及びその誘導体
、尿素、３－フェニルウラシル、イミダゾール、イミダゾリノン、Ｎ－フェニル－３，４
，５，６－テトラヒドロナフタルイミド、オキサジアゾール、オキシラン、フェノール、
アリールオキシ－又はヘテロアリールオキシ－フェノキシプロピオン酸エステル、フェニ
ル酢酸及びその誘導体、フェニルプロピオン酸及びその誘導体、ピラゾール、フェニルピ
ラゾール、ピリダジン、ピリジンカルボン酸及びその誘導体、ピリミジルエーテル、スル
ホンアミド、スルホニル尿素、トリアジン、トリアジノン、トリアゾリノン、トリアゾー
ルカルボキシアミド及びウラシルを挙げることができる。
更に、式Ｉの化合物は、単一、あるいは他の除草剤との組合せたもの、更に植物保護剤と
の混合物を、例えば殺虫剤または植物殺菌剤または殺バクテリア剤と共に施用することが
有利であり得る。苗栄養不足、希元素欠乏などの症状治癒のために使用されるミネラル塩
溶液と混合し得ることことも重要である。植物に無害の油類、油濃縮物類も添加し得る。
有効成分の施与率は、施与目的、季節、対象の植物および成長段階に応じて、ヘクタール
あたり０．００１～３．０ｋｇの有効物質（ａ．ｓ．）の量、好ましくは０．０１～１．
０ｋｇの量である。
［使用実施例］
式Ｉの４－（３－アルケニルベンゾイル）ピラゾールの除草作用を下記の温室実験で示し
た。
プラスチック植木鉢を栽培容器として用い、約３．０％の腐植土を含むローム質の砂を培
養基とした。被検植物の種子を種類ごとに播種した。
事前法（pre-emergence treatment）として、水中に懸濁または乳化させた有効物質を、
種子を撒いた後に細分配ノズルを使用して直接撒布した。出芽と成長を促進するために容
器を軽く散水により灌水し、次いで植物が根付くまで透明のプラスチックの覆いを被せた
。有効物質により害が与えられない限り、この被覆が被検植物の均一な出芽をもたらす。
事後法（post-emergence treatment）として、被検植物を、発育型によるが、草丈３～１
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め、被検植物を直接播種し同一の容器で栽培するか、当初は別々に苗として植え、処理の
行われる２～３日前に試験用容器に移植するかのいずれかを行った。事後法の場合の有効
成分（ａ．ｓ．）の施与率を、１ｈａ（ヘクタール）当たり０．５ｋｇ及び０．２５ｋｇ
とした。
各被検植物を種類により、それぞれ１０～２５℃または２０～３５℃に保持し、実験期間
を２～４週間とした。この間、被検植物を管理し、個々の処理に対する反応を評価した。
０～１００の尺度に基づき評価を行った。この尺度において１００は植物が全く出芽しな
いか、或いは少なくとも地上に出ている部分の全てが破壊してしまったことを示し、０は
全く被害がなく正常な成長を遂げたことを示す。
以下に温室実験で使用した植物の種類を示す。

０．５又は０．２５ｋｇ／ｈａのａ．ｓ．（有効物質）の施与率で、化合物2.4は、事後
法において上述の雑草に対して極めて有効であり、且つ夏期小麦に損傷はなかった。
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